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前
漢
元
帝
期
以
降
、
従
来
の
国
家
祭
祀
、
主
と
し
て
郊
祀
と
宗
廟
の
祭
祀
の
あ
り
方
が
、
経
書
の
説
く

「古
制
」

か
ら
乖
離
し
て
い
る
状

況
を
問
題
視
し
た
儒
家
官
僚
が
、
そ
れ
ら
を

「古
制
」
に
合
致
す
る
よ
う
再
編
成
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
改
革
は
、
王
莽

期
を
経
て

後
漢

初
期
に
至
り
、
い
わ
ゆ
る

「儒
家
的
」
な
国
家
祭
祀
体
制
の
創
出

へ
と
結
実
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
儒
家
的
国
家
祭
祀
体
制
の
祖

型
は
、
王
莽

に
よ

っ
て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
。
後
漢
は
、
こ
の
祖
型
を

「元
始
故
事
」
と
名
付
け
た
上
で
継
承
し
た
が
、
そ
こ
に
、
あ
く
ま
で

前
漢

王
朝
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
体
制
を
受
け
継
ぐ
、
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の

「元
始
故
事
」
の
成
立
と
継
承
を
含
む
後
漢
国
家
祭
祀
体
制
の
形
成
過
程
は
、
先
学
に
よ

っ
て
、
儒
家
思
想
に
基
づ
く
礼
制
に
よ
る
、

皇
帝
権
力
の
相
対
化
と
包
摂

の
過
程
と
い
う
歴
史
的
意
義
が
与
え
ら
れ
た

。

こ
れ
に
対
し
、
儒
家
的
礼
制
と
皇
帝
権
力
と
が
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
も

っ
て
結
び

つ
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
、
近
年
の
漢
代
官
僚
制
研
究
の
進
展
に
よ
り
浮
上
し
た
。
す

な
わ
ち
、
礼
制
改
革
と

ほ
ぼ

同
時
期
に
進
む
尚
書
体
制
や
三
公
九
卿
制
の
整
備
は
、
皇
帝
独
裁
体
制
を
強
化
す
る
方
向
性
を
持

つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
儒
家
礼
制
と
皇
帝
権
力

の
関
係
を
問
い
直
す
必
要
性
が
喚
起
さ
れ
た

。

こ
の
よ
う
に
、
両
漢
交
代
期
に
起

こ
る
皇
帝
権
力
の
変
化
に
つ
い
て
は
現
在
、
官
僚
制
の
再
編
と
、
礼
制
の
儒
家
的
改
革
と
い
う
二
つ
の

視
角
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
の
視
角
に
基
づ
く
研
究
は
少
な
く
、
漢
代
に
お
い
て
、
礼
制
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
と
構
造
と

目

黒

杏

子

後

漢

郊

祀

制

と

「
元

始

故

事

」

は

じ

め

に



を
も

っ
て
、
当
該
期
の
皇
帝
権
力
を
支
え
て
い
た
の
か
、
未
だ
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
と
言
え
る

。

}
方
、
通
史
的
な
礼
制
研
究
に
お
い
て
、
郊
祀
は
、
皇
帝
と

「天
」
と
の
関
係
を
象
徴
す
る
儀
礼
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

主
と

し
て
郊
祀
に
お
け
る
最
高
神
格
、
す
な
わ
ち

「天

(陛
昊
天
上
帝
)」
と

「地
」
、
及
び
そ
れ
ら
に
配
祀
さ
れ
る
祖
先
神

(11
配
侑
帝
)

の
扱

い
方
を
論
点
と
し
て
、
郊
祀
の
も
つ
、
皇
帝
権
力
の
正
統
性
を
説
明
す
る
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
そ
の
背
景
と
し
て
の

「宇
宙

論
」
が
提
起
さ
れ
た

。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
前
近
代
中
国
の
皇
帝
権
力
に
お
け
る
郊
祀
の
機
能
と
そ
の
重
要
性
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
筆
者
は
、
郊
祀
を
中
心
と
す
る
国
家
祭
祀
体
制
が
、
礼
制
の

一
部
と
し
て
皇
帝
権

力
を
支
え
る
機
能
を
有

し
、

ま
た
皇
帝
権
力
の
構
造
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
、
と
い
う
見
通
し
の
も
と
で
、
現
在
ま
で
、
前
漢
郊
祀
体
制

の
構
造
と
、
そ
れ
に
対
す

る
儒

家
的
改
革

の
内
容
、
具
体
的
に
は
、
王
芥
が
創
出
し
た
郊
祀
制
、
「元
始
儀
」
の
構
造
に

つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
の
際
、
中
心
的
な

分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
祀
場
そ
の
も
の
の
構
造
と
そ
の
表
象
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「元
始
故
事
」
と
は
、
王
莽

を
は
じ
め

と
す

る
両
漢
交
代
期
の
儒
者
た
ち
が
、
経
書
の
架
空
の
み
に
よ

っ
て
創
出
し
た
の
で
は
な
く
、
前
漢
初

・
中
期
よ
り
不
断
に
形
成
さ
れ
て
き

た
郊

祀
制
を
土
台
と
し
、
そ
の
背
景
を
成
す
多
様
な
観
念
を
、
経
書
の
記
述
に
当
て
は
め
て
再
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
を
得

た
。

つ
ま
り
、
儒
家
が
経
書
の

「古
制
」
を
掲
げ
て
編
成
し
た

「儒
家
的
」
郊
祀
制
は
、
「非
儒
家
的
」
な
様
々
な
要
素
を
含
ん
で
成
り
立

っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た

。

以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
論
は
、
「元
始
故
事
」
を
継
承
し
た
後
漢
の
郊
祀
制
の
内
容
を
、
祀
場
構
造
を
中
心

に
検
証
し
、
前
漢
郊
祀

制
、

及
び

「元
始
儀
」
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
全
体
像
と
、
そ
れ
が
表
現
す
る
皇
帝
権
力
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
題
と
す
る
。

な

お
、
本
論
に
て
行
う
の
は
、
後
漢
初
期

(光
武
帝
期
～
明
帝
初
期
)
に
形
成
さ
れ
た
郊
祀
制
の
、
静
態
的
観
察

で
あ
る
。
後
漢
全
期
を

通
じ
て
の
郊
祀
制
の
運
用
実
態
、
及
び
そ
の
変
化
の
意
味
な
ど
は
、
別
途
論
証
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
金
子

修

一
氏
に
よ
る
考
察
が
あ
る

。



後
漢
で
は
、
光
武
帝

の
即
位
に
あ
た
り
、
初
め
て
天
地
を
祭
る
壇
が
築
か
れ
た
。
『続
漢
書
』
祭
祀
志
上
第
七
に
、

「建
武
元
(二
五
)年
、

光
武
、
部
に
即
位
す
る
に
、
壇
螢
を
部
の
陽
に
為
る
。
祭
り
て
天
地
に
告
す
る
に
、
元
始
中
の
郊
祭
の
故
事
を
采
用
し
、
六
宗

・
群
神
皆
な

従
う
も
、
未
だ
祖
を
以
て
配
せ
ず
」
と
あ
り
、
前
漢
元
始
五

(五
)
年
に
王
莽

が
確
定
し
た
南
北
郊
郊
祀
に
則

っ
た
壇

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

具
体
的
に
は
、
王
莽

が
築
い
た
元
始
上
帝
壇
に
お
け
る
、
壇
上
に
天
地
、
壇

の
周
囲
に
六
宗
を
配
置
す
る
、
と

い
う
構
造
を
採
用
し
た
こ
と

を
指
す
(,)。

こ
の
即
位
壇
が
元
始
上
帝
壇
と
異
な
る
の
は
、
壇
上
に
前
漢
高
祖
が
配
祀
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
措
置
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、

即
位

の
祝
文
は
、
高
祖
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
光
武
帝
個
人
の
功
績
と
、
天
よ
り
の
受
命
、
群
臣
に
よ
る
推
戴
を
述
べ
る
。
し
た
が

っ
て
、

光
武
帝
の
即
位
は
光
武
帝
個
人
の
受
命
に
基
づ
く
こ
と
が
、
即
位
壇
と
祝
文
の
両
方
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
る
(8)。

翌
建
武
二
(二
六
)年
、
洛
陽
に
都
を
定
め
た
後
、
改
め
て
南
郊
壇
が
築
か
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
、
「
二
年

正
月
、
初
め
て
郊
兆
を
維
陽
城
南
七
里
に
制
す
る
に
、
部
に
依
り
、
元
始
中
の
故
事
を
采
る
」
と
あ
る
。
こ
の
中
で
、
「部
に
依
る
」
と

い

う
の
は
、
こ
の
時
点
で
は
や
は
り
高
祖
を
配
祀
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

高

祖
の
南
郊
壇

へ
の
配
祀
に
つ
い
て
、
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
、
「朧

・
蜀
平
ら
げ
た
る
の
後
、
乃
ち
郊
祀
を
増

広
し
、
高
帝
、
配
食

す
る
に
、
位
、
中
壇
上
に
在
り
、
西
面
北
上
と
す
」
と
あ
る
。
朧
西
平
定
は
建
武
十

(三
四
)
年
、
巴
蜀
平
定
は
建

武
十
三

(三
七
)
年
で

あ
る
か
ら
、
高
祖
の
配
祀
は
そ
れ
以
後
と
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
南
郊
壇
上
に
は
天
地
と
並
ん
で
、
高
祖
が
配
置
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

『
後
漢
書
』
巻

一
光
武
帝
紀
下
に
よ
れ
ば
、
平
定
さ
れ
た
益
州
よ
り
、
郊
祀
や
宗
廟
の
儀
礼
用
器
物
や
楽
人
が
届
け
ら
れ
て
お
り

、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
郊
祀
の
改
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一

後

漢

郊

祀

制

の

成

立

の

そ

の

儀

礼

(1
)
南
北
郊

の
成
立



前
漢
に
お
け
る
郊
祀
の
儀
礼
、
特
に
上
帝

「太
一
」

神
を
祀
る
甘
泉
泰
時
の
儀
礼
は
、
『
漢
書
』
巻
二
五
郊
祀
志

、
並
び
に

『漢
書
』
巻

二
二
礼
楽
志
に
付
載
さ
れ
る
郊
祀
歌
全
十
九
章

の
内
容
等
に
よ
れ
ば
、
巫
祝
と
女
楽
と
が
中
心
と
な

っ
て
降
神
を
行

い
、
神

々
を
歓
待
す
る

も
の
だ

っ
た
。
皇
帝
や
百
官
は
そ
れ
を
傍
観
し
て
お
り
、
明
確
な
役
割
を
担

っ
て
儀
礼

へ
直
接
関
与
し
た
形
跡
は
な

い

。

元
始
上
帝
壇

・
后
土
壇
で
行
わ
れ
た
儀
礼
の
内
容
を
記
し
た
史
料
は
、
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
王
莽

に
よ
る
元
始
五
年

の
郊
祀
改
革
の
前
身
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
前
漢
成
帝

の
建
始
元
年
の
郊
祀
改
革
で
は
、
女
楽

の
廃
止
が
明
言
さ
れ

て
い
る

。
こ
れ
を
機

に
、

旧
来
の
郊
祀
の
儀
礼
が
大
き
く
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

後
漢
に
お
け
る
郊
祀
の
儀
礼
次
第
は
、
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
上
第
四
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(2
)
儀
礼
次
第
と
奏
楽

北

郊
の
設
置
は
、
中
元
元

(五
六
)
年
に
ま
で
降
る

。
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
中
第
八
に
、
「三
十
三
年

(中
元
二
年
)
正
月
辛
未
、
郊

す
る
に
、
別
ち
て
地
祇
を
祀
り
、
位
、
南
面
西
上
、
高
皇
后
、
西
面
北
上
に
配
し
、
皆
な
壇
上
に
在
り
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
北
郊
設
置

に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
南
郊
に
あ

っ
た
地
祇
の
神
座
が
北
郊
に
移
さ
れ
、
高
后
と
と
も
に
祀
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
時
点
以
降
、
正
月

に
南

郊
で
天
と
高
祖
を
、
北
郊
で
地
と
高
后
を
郊
祀
す
る
方
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

。

こ
れ
は
、
実
は
王
莽

の
定
め
た
上
帝
壇

・
后
土
壇
の
郊
祀
方
式
、

つ
ま
り

「元
始
故
事
」
と
は
異
な

っ
て
い
る
。

王
芥

の
上
奏
文
で
は
、

皇
帝

が
正
月
に
南
郊
で
天
地

・
高
帝

・
高
后
を
合
祭
し
、
冬
至
に
有
司
が
南
郊
で
天

・
高
帝
を
祭
り
、
夏
至
に
有
司
が
北
郊
で
地

・
高
后
を

祭
る
、
と
さ
れ
て
い
た

。
し
た
が

っ
て
、
光
武
帝
は
、
南
郊
設
置
当
初
に
お
い
て
は

「元
始
故
事
」
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
二
度
の
改
定
を

経
て
、
独
自

の
郊
祀
の
方
式
に
移
行
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
後
漢
郊
祀
と

「元
始
故
事
」
と
の
差
異
は
、
第
二
章
で
検
証
す
る
郊
祀
壇
の
構
造
に
も
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
最
後
に
論
じ
た
い
。



め
ぐ

正
月
、
天
郊
、
夕
牲
す
。
昼
漏
未
尽
十
八
刻
、
初
納
す
①
。
夜
漏
未
尽
八
刻
、
初
納
す
②
。
熟
を
進
め
、
献
す
③
。
太
祝
送
る
④
。
旋

も

た

り
、
皆
な
瞭
位
に
就
き
、
宰

・
祝
、
火
を
挙
げ
、
播
柴
し
、
火
然
え
、
天
子
再
拝
し
、
興

つ
⑤
。
有
司
、
事
の
畢
る
を
告
ぐ
る
な
り
⑥
。

明
堂

・
五
郊

・
宗
廟

・
太
社
稜

・
六
宗
、
夕
牲
は
皆
な
昼
漏
十
四
刻
を
以
て
初
納
す
。
夜
漏
未
尽
七
刻
、
初
納
す
。
敦
を
進
め
、
献
す
。

神
を
送
る
。
還
り
、
有
司
、
事
の
畢
る
を
告
ぐ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
儀
礼
次
第
は
、
郊
祀
を
筆
頭
と
し
て
皇
帝
が
自
ら
執
行
す
る
国
家
祭
祀

(明
堂

・
五
郊

・
宗
廟

・
太
社

・
太
稜

・

六
宗
)
全
て
に
ほ
ぼ
共
通
し
、
後
漢
に
お
け
る
国
家
祭
祀
の
儀
礼
の
基
本
形
で
あ
る
。
文
中
に
付
し
た
儀
礼
の
順
番
を
示
す
番
号
に
従
い
、

各
儀
礼
に
つ
い
て
述

べ
て
い
く
。

①
夕
牲
、
初
納

郊
祀
の
前
日
、
夕
方
に
行
わ
れ
る
。
『続
漢
書
』
礼
儀
志
上
劉
昭
注
引

『漢
旧
儀
』
に
、

皇
帝
、
惟
れ
八
月
、
酎
す
。
車
駕
、
夕
牲
す
る
に
、
牛
、
緯
を
以
て
之
を
衣
せ
し
む
。
皇
帝
、
暮
に
牲
を
視
、
鑑
燧
を
以
て
水
を
月
に

取
り
、
火
燧
を
以
て
火
を
日
に
取
り
、
為
に
水
火
を
明
ら
か
に
す
。
左
祖
し
、
水
を
以
て
牛
の
右
肩
に
沃
ぎ
、
手
ず
か
ら
鷺
刀
を
執
り
、

以
て
牛
毛
を
切
り
て
之
を
薦
め
、
而
し
て
即
ち
衣
巾
を
更
え
、
侍
し
て
熟
を
上
り
、
乃
ち
之
を
祀
る
。

と
あ

る
。
酎
と
は
前
漢

の
宗
廟
祭
祀
の

一
つ
で
あ
る

。
『
漢
旧
儀
』
が
記
す
こ
の
儀
礼
が
、
後
漢
郊
祀
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
皇
帝
が
自
ら
執
り
行

っ
た
こ
と
に
な
る

。

ほ
う

ま
た

「納
」
と
は
、
『
周
礼
』
天
官
大
宰
、
及
び
同
書
秋
官
大
司
冠
に
み
え
る

「納
亨
」
を
指
し
、
犠
牲
を
殺
し

て
厨
房
に
渡
す
こ
と
と

考
え
ら
れ
る

。

②
初
納

郊
祀
当
日
の
未
明
に
行
わ
れ
る
。
「初
納
」
が
二
度
行
わ
れ
る
の
は
、
郊
祀
の
儀
礼
が
、
前
日
の

「夕
牲
」
儀
礼
と
当
日
の
諸
儀

礼
、
と

い
う
二
段
階
よ
り
成
り
立

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ち

な
み
に
、
『宋
書
』
巻
十
四
礼
志

一
に
記
さ
れ
る
南
朝
宋
の
南
郊
郊
祀
の
儀
礼
次
第
は
、
後
漢

の
そ
れ
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
「夕
牲
」
よ

り
始
ま
る
が
、
「初
納
」

の
語
は
み
え
な
い

。

③
進
熟
と
献

「熟
」

(加
熱
処
理
し
た
供
物
)
を
捧
げ
、
皇
帝

・
太
尉

・
光
禄
勲
が
神

々
に
酒
を
献
ず
る
。

「献
」

を
行
う
人
間
に

つ
い



て
、
礼
儀
志
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
『
続
漢
書
』
百
官
志

一
第
二
四
の
太
尉
條
に
、

「凡
そ
郊
祀
の
事
、
亜
献
を
掌
る
」
と
あ
り
、
ま
た

同
百
官
志
二
第
二
五
の
光
禄
勲
條
に
、
「郊
祀
の
事
、
三
献
を
掌
る
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
二
番
目
の

「献
」
を
太
尉
が
、
三
番
目
を
光

禄
勲
が
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
公
の

一
人
太
尉
と
、
九
卿
の

一
人
光
禄
勲
が
こ
の
任
に
充
て
ら
れ
た
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
宋
書
』
巻
十
六
礼
志
三

所
載

の
、
南
朝
宋
の
太
常
丞
朱
膚
之
の
議
に
、

ぜ
わ
レ

　

又
た

尋

む

る

に
、

哀

山

松

の
漢

百

官

志

に

云
え

ら

く
、

郊

祀

の
事

、

太

尉

、

亜

献

を

掌

り
、

光

禄

、

三

献

を

掌

る
。

太

常

、

祭

祀

の
毎

た
す

に
、
先
に
其
の
礼
儀
を
奏
し
、
及
び
行
事
す
る
や
、
天
子
を
賛
く
る
を
掌
り
、
献
事
を
掌
る
こ
と
無
し
、
と
。
儀
志
の
如
く
す
れ
ば
、

漢

の
亜
献
の
事
、
專
ら
上
司
に
由
り
、
秩
宗
貴
官
に
由
ら
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
太
尉
と
光
禄
勲
と
は
、
そ
の
職
掌
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。

太

尉
は
、
官
僚
の
人
事
を
掌
握
す
る
他
、
軍
事
権
も
持

つ
。
光
禄
勲
は
、
宮
中
の
警
備
に
あ
た
る
郎
を
率
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
太
尉

と
光
禄
勲

の

「献
」
に
は
、
軍
事
権
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
保
留
し
て
お
き
た

い
。

④
太
祝
に
よ
る
送
神

具
体
的
な
方
法
は
記
さ
れ
な
い
。
『
続
漢
書
』
百
官
志
二
太
祝
令
條
に
は
、

「凡
そ
国
の
祭

祀
、
祝
を
読
む
、
及
び

神
を
迎
え
送
る
を
掌
る
」
と
あ
る
が
、
礼
儀
志
に
は
、
「送
神
」
の
前
に
あ
る
べ
き

「迎
神
」
の
儀
礼
に

つ
い
て
記
述
が
な
い
。
ま
た
、
同

條
劉
昭
注
引

『
漢
官
』
に
、

「百
五
十
人
祝
人
、
宰
二
百
四
十
二
人
、
屠
者
六
十
人
」
と
あ
り
、
こ
の
人
々
が
、
郊
祀

の
儀
礼
に
お
け
る
様

々
な
作
業
に
携
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑤
幡
柴

(北
郊
は

「痙
埋
」
)
と
皇
帝
拝
礼

供
物
な
ど
を
燃
や
し
、
そ
の
煙
を
天
に
至
ら
し
め
る
。
北
郊
で
は
、
地
に
埋
め
る
。
こ
れ
は
、

『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
、

「既
に
神
を
送
り
、
姐
実
を
壇
南
の
巳
の
地
に
憤
す
」
と
あ
り
、
同
祭
祀
志
中
に
、
「
既
に
神
を
送
り
、
姐
実

う
ず

を
壇

北
に
痙
む
」
と
あ
る
の
に
当
た
る
。

皇
帝

の
拝
礼
は
、
煙
が
天
に
昇

っ
た
こ
と
を
、
神
々
に
よ
る
祭
儀
の
嘉
納
と
見
な
し
、
そ
の
結
果
天
よ
り
降
さ
れ
る
福
を
拝
受
す
る
こ
と

を
象

徴
し
て
い
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
前
漢
の
甘
泉
泰
時
郊
祀
、
河
東
后
土
祠
で
も
既
に
行
わ
れ
て
お
り

、
成
帝
期
の
郊
祀
改
革
で
は
、
『
礼



記
』
が
典
拠
と
さ
れ
て
い
る

。
前
漢
郊
祀
の
儀
礼
が
、
前
漢
末
以
降
の
郊
祀
改
革

の
中
で
、
経
書
に
よ
る
裏
付
け
を
獲
得
し
、
継
承
さ
れ

た

一
例
で
あ
る
。

⑥
有

司
に
よ
る
終
了
宣
言

具
体
的
な
官
名
は
記
さ
れ
な
い

。

以
上
が
後
漢

の
南
郊
郊
祀
の
儀
礼
で
あ
る
。

こ
の
儀
礼
次
第
中
に
は
登
場
し
な

い
が
、
祭
祀
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
国
家
儀
礼
の
総
責
任

者
で
あ
る
太
常

の
、
郊
祀
に
お
け
る
役
割
は
、
先
に
挙
げ
た

『宋
書
』
中
に
み
え
る
も
の
と
、
『
続
漢
書
』
百
官
志

二
の
記
述
が
ほ
ぼ

一
致

す
る

。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
郊
祀
に
先
立

っ
て
そ
の
儀
礼
次
第
を
上
奏
し
た
後
、
郊
祀
の
場
で
は
常
に
皇
帝
の
側

に
付
き
従

っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
明
ら
か
に
し
得
な

い
部
分
も
多
い
も
の
の
、
概
し
て
、
後
漢
に
お
け
る
郊
祀
の
儀
礼
は
、
前
漢
で
行
わ

れ
て
い
た
諸
祭
祀
の
儀

礼
と
、
経
書
に
基
づ
く
儀
礼
と
を
取
り
混
ぜ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
。
皇
帝
及
び
百
官
が
、
そ
の
儀
礼
に
お
い
て
主
体
的
な
役
割

を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
漢
よ
り
大
き
く
改
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
前
漢
の
継
承
と
改
変
と
、
経
書
の
実
現
、
と
い
う
三
部
構
造
は
、
儀
礼
の
際
の
奏
楽
に
も
み
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

前
漢

の
甘
泉
泰
時
郊
祀
で
は
、
巫
祝
と
女
楽
と
が
降
神
を
行

っ
て
お
り
、
奏
楽
が
降
神
の
手
段
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
王
莽

も
ま
た
、
郊

祀
改
革
の
上
奏

の
中
で
、
『
周
礼
』
春
官
大
司
楽
所
載

の
降
神
の
奏
楽
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

。

つ
ま
り
、
奏
楽

の
持

つ
降
神
の
機
能
そ

の
も

の
は
、
経
書
に
よ
る
裏
付
け
を
獲
得
し
て
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

『
続
漢
書
』
第
七
祭
祀
志
上
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
南
郊
郊
祀
で
用
い
ら
れ
た
楽
は
、
「青
陽
」
「朱
明
」

「西
皓
」
「
玄
冥
」
の
四
歌
楽
と
、

「雲
翅
」
「育
命
」

の
二
舞
楽
で
あ
る

。
四
歌
楽
は
、
前
漢
の
郊
祀
歌
十
九
章
中
に

「郷
子
楽
」
と
し
て
み
え
る
こ
と
か
ら
、
前
漢
よ
り

継
承
さ
れ
た
楽
と
考
え
ら
れ
る

。
ま
た
二
舞
楽

の
う
ち

「雲
翅
」
に
つ
い
て
は
、
『漢
書
』
礼
楽
志

に
、
「諸
族

の
楽
人
の
、
兼
ね
て
雲

招
も

て
南
郊
の
用
に
給
祀
す
る
も
の
六
十
七
人
」
と
あ
り
、
顔
師
古
が

「招
」
と

「翅
」
を
同
音
と
す
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
成
帝
建

始
元
年
に
制
定
さ
れ
、
改
廃
を
繰
り
返
し
た
前
漢
南
北
郊
郊
祀
に
お
い
て
は
、
用
い
ら
れ
て
い
た
舞
楽
と
言
え
る

。

こ
れ
ら
の
楽
が
、
儀
礼
中
の
ど
の
場
面
で
演
奏
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
張
衡

「東
京
賦
」
(『
文
選
』

巻
三
所
収
、
以
下
同



明
帝
即
位

の
翌
年
で
あ
る
永
平
二

(五
九
)
年
、
儀
礼
参
加
者
の
祭
服
規
定
が
設
け
ら
れ
、
正
月
の
明
堂
祭
祀
よ

り
実
施
し
、
ま
も
な
く

郊
祀
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

。
そ
の
内
容
は
、
『
続
漢
書
』
輿
服
志
下
第
三
〇
、
『
後
漢
書
』
巻
二
明
帝
紀
李
賢
注
引

『漢
官

儀
』
、
同
引
董
巴

『輿
服
志
』
、
及
び
藥
琶

『
独
断
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
表

一
を
作
成
し
た
。

小
林
聡
氏
は
、
後
漢
の
郊
祀
及
び
明
堂
に
お
け
る
祭
服
制
度
は
、
①
皇
帝
、
②
三
公

・
諸
侯
、
③
九
卿

・
大
夫
、
④

「執
事
」
集
団
、
⑤

「不
執
事
」
集
団
と
い
う
五
層
の
構
造
を
持
ち
、
こ
こ
に
秩
石
序
列
が
可
視
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る

。
筆
者
も
こ
の
見
解
に
同

(3
)
明
帝
の
祭
服
制
度

じ

)

に

、
　さ
き
ぶ
れ
　

よ

た
ん

　　
　
ぱ
　
ゑ
　

清

道
列
に
案
り
、
天
の
ご
と
行
き
星
の
ご
と
陳
ぬ
。
粛
粛
と
し
て
習
習
、
隠
隠
と
し
て
鱗
鱗
。
殿

、
未
だ
城
閾
よ
り
出
で
ざ

は
い

　　
　
　
　
　　

め
ぐ

　　
じ

よ
み

る
に
、
旛

、
已
に
郊
珍
に
反
る
。

夏

后
の
美
を
致
す
を
盛
し
、
愛
に
明
神
に
敬
恭
す
。
爾
に
乃
ち
孤
竹
の
管
、
雲
和
の
麸
あ
り
。

　　
　
　

あ

　　
　
　
こ
と
こ
と

雷
鼓
護
纏
と
し
て
、
六
変
既
に
畢
る
。
華
を
冠
し
翌
を
乗
り
、
列
な
り
て
八
骨
を
舞
う
。
元
祀
惟
れ
称
が
り
、
群
望

威

く
秩
せ
り
。

あ
つ

あ

　よ
　
　

う

お
も

　　
ま
　

む
く

　　
い
な
る
　
　

瞭
を
櫃
め
た
る
の
炎
揚
を
麗
げ
、
高
煙
を
太

一
に
致
す
。
神
、
馨
を
款
け
て
徳
を
顧
い
、
霊
主
に
柞
ゆ
る
に
元

吉
を
以
て
す
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
奏
楽
は
播
柴

の
儀
礼
よ
り
も
前
に
、
『
周
礼
』
に
則

っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

奏

楽
を
主
管

し
た
の
は
大
予
楽
令

で
あ
る

。
『
続
漢
書
』
百
官
志
二
大
予
楽
條
劉
昭
注
引

『
漢
官
』
に
、
「楽

人
、
八
倫
舞
三
百
八
十

人
」

と
あ
り
、
ま
た
同
所
引
盧
植
礼
注
引

「漢
大
楽
律
」
に
よ
れ
ば
、
舞
人
は
官
僚
も
し
く
は

一
定
以
上
の
有
爵
者

の
子
弟

で
、
身
長

・
年

齢
と
も
に
規
定
に
適
い
、
見
目
の
良

い
者
に
限
ら
れ
た
、
と
い
う
(四)。
こ
れ
は
、
前
漢
甘
泉
泰
時
の
女
楽
が
、
官
僚
制
に
則
し
た
身
分
秩
序

の
上
層
に
あ
る
男
性
に
、
完
全
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

楽
曲
そ
の
も
の
は
前
漢
よ
り
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
演
奏
す
る
意
義
を
経
書
に
求
め
、
担
い
手
の
身
分
を
官
僚
層

の
男
性
に
限
定
し
た
の

が
、
後
漢
郊
祀
に
お
け
る
奏
楽
の
要
点
で
あ
る
。



意
す
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
注
目
し
た
い
の
が
、
冠
の
組
縷
の
色
で
あ
る
。

阿
部
幸
信
氏
は
、
与
え
ら
れ
た
者

の
朝
位
を
色
に
よ

っ
て
示
す
綬
の
制
度
が
、
「公

・
卿

・
大
夫

・
士
」
か

ら
な
る
理
念
上

の
周
の
位
階
秩
序

で
あ
る

「周
制
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
が
前
漢
成
帝
期

以
降
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

。
祭
服
制
度
に
お
い
て
は
、
冠

の
組
縷
が
綬
と
同
色
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
綬
制
の
持

つ
、

「周
制
」
を
表
現
す
る
機
能
が
、
組
縷
と

い
う
形
を
と

っ
て
国
家
祭
祀

の
場
に
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

し
か
し
仮
に
そ
う
考
え
た
場
合
、
諸
史
料
中
に
み
え
る

「特
進
侯
」
「侍
祠
侯
」
と

い
っ
た
、

「諸
侯
」
の

カ
テ
ゴ
リ
i
内
の
階
層
に

つ
い
て
、
『
続
漢
書
』
百
官
志
五
第
二
八
に
記
さ
れ
る
彼
ら

の
朝
位
と
、
三
公
と
同

等
と
さ
れ
る
祭
服
制
度
内
の
序
列
と
で
は
、
大
き
く
か
け
離
れ
る
、
と

い
う
問
題
が
生
じ
る

。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
積
み
残
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は
、
以
下
の
二

つ
の
点

を
確
認
す
る
に
止
め
た
い
。

一
点
は
、
明
帝
が
、
郊
祀
の
儀
礼
に
お
い
て
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
官
制
秩
序

の
可
視
的
に
表
現
す
る
手

段
と
し
て
、
祭
服
制
度
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
郊
祀
の
場
に
お
け
る
官
制
秩
序

の
可
視
化
は
、
す
で
に
王
莽

に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
元
始
上
帝

・
后
土
壇
に
は
、
祀
場
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
「望
」
と
い
う
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
同
心
円
状
に
、
中
心
よ
り

「前
望
」
、
「列
望
」、

「卿
望
」
、
「大
夫
望
」、

「士
望
」
、
「庶
望
」
と
そ
れ
ぞ

れ
名
付
け
ら
れ
た
六
層
の

「望
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か

つ
て
、
中
央

の
祀
壇
を
遠
巻
き
に
望
む
状
態
を
意

味
し
、
各

「望
」
に
は
官
僚
が
、
そ
の
身
分
に
従

っ
て
配
置
さ
れ
た
、
と
推
測
し
た

。

『
国
語
』
晋
語
八
に
は
、
「昔
、
成
王
、
諸
侯
と
岐
陽
に
盟
し
た
る
に
、
楚
、
荊
攣
為
り
、
茅
縄
を
置
き
望

表
を
設
け
、
鮮
卑
と
与
に
瞭
を
守
る
、
故
に
盟
に
与
ら
ず
」
と
あ
り
、
「望
」
が
、
祭
祀
な
ど
の
儀
礼
に
直
接

表一 後漢祭服表

参加者

皇帝

三公

諸侯

卿

大夫

冠(平 時 に同 じ)

通天冠

進賢冠三梁

進賢冠二梁

星

着

用

旛

12本

7本(7){9}

5本(7){7}

5本(な し){7}

珠

白玉

青玉

黒玉

組縷

黄赤

紫

青

黒

衣裳

上玄

下繍

文様

日月星辰十二 章(刺 繍)

山龍九章(織 成)

華轟七章(織 成)

※0は 『漢官儀]、{}は 『独 断』。 「族 」の本数にお ける各史料間 の相違 にっいては、

註(31)小 林氏論文 の注 に整 理 されてい る。



建
武
二
年
に
南
郊
が
築
か
れ
て
以
降
、
改
定
が
あ

っ
た
こ
と
は
第

一
章
第

一
節
で
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
祀
場
構
造

に
は
及
ん
で
い
な
い
。

南
郊

の
構
造
は
、
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

円
壇
八
陛
①
、
中
、
又
た
重
壇
を
為
り
、
天
地
の
位
、
其
の
上
、
皆
な
南
郷
西
上
と
す
②
。
其
の
外
壇
上
、
五
帝

の
位
を
為
り
、
青
帝

一
一

祀

場

の

構

造

と

そ

の

世

界

観

(1
)
南
郊

参
加

し
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
た
設
備
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
(53)。

元
始
上
帝

・
后
土
壇
に
お
け
る

「望
」
が
、
こ
こ
に
あ
る

「望
表
」
と
同
様
の
意
義
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
郊
祀
の
儀
礼
進
行
に
お

い
て
役
割
を
持
た
な
い
官
僚
群
は
、
「望
」
内
に
並
ぶ
こ
と
で
、
儀
礼
に
参
加
し
、
儀
礼
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
と
推
測
で
き
る
。

後
漢
で
は
こ
の

「望
」
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
郊
祀
に
お
け
る
官
制
秩
序
の
表
現
、
と
い
う
考
え
方

は
継
承
さ
れ
、
「望
」

に
代
わ
る
手
段
と
し
て
、
祭
服
制
度
が
実
施
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
後
漢
に
お
け
る
郊
祀
の
儀
礼
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
結
論
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

後
漢
で
は
、
郊
祀
は
正
月
に
、
南
郊
で
天
と
高
祖
を
、
北
郊
で
地
と
高
后
を
祀
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
。
郊
祀
の
儀
礼
次
第
や
奏
楽

は
、
前
漢

の
郊
祀
や
宗
廟
で
行
わ
れ
て
い
た
諸
儀
礼
を
選
択
的
に
採
用
し

つ
つ
、
そ
れ
ら
に
経
書
に
よ
る
裏
付
け
を
与
え
、
あ
る
い
は
経
書

に
記
載
さ
れ
た
儀
礼
を
加
味
し
て
編
成
さ
れ
た
。
前
漢
の
郊
祀
で
は
、
儀
礼
を
傍
観
す
る
の
み
で
あ

っ
た
皇
帝
は
、
後
漢
で
は
直
接
天
と
相

対
す

る
役
割
を
持

つ
。
ま
た
官
僚
も
、

一
部
は
儀
礼
の
進
行
に
直
接
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
た
祭
服
を

身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
官
制
秩
序
を
明
示
し
た
。



の
位

、

甲
寅

の
地

に
在

り

、

赤

帝

の
位

、

丙

巳

の
地

に

在

り

、

黄

帝

の
位

、

丁
未

の

地

に
在

り

、

白

帝

の
位

、

庚

申

の

地

に
在

り

、

黒

い

か
た
ど

帝

の
位

、

壬

亥

の

地

に

在

り

③

。

其

の
外

、

墳

を

為

り

、

重

螢

、

皆

な

紫

に

し

て

、

以

て
紫

宮

を

像

る
④

。

四

通

の
道

有

り

、

以

て

門

を

為

る
⑤

。

日

・
月

、
中

螢

内

南

道

に
在

り

、

日
、
東

に
在

り
、

月

、
西

に

在

り

。
北

斗

、

北
道

の
西

に

在

り

。
皆

な

位

を

別

に

し

、

群

神

の
列

中

に
在

ら

ず

⑥

。

八

陛

、

陛

ご

と

に

五

十

八

醸

、

合

し

て

四

百

六

十

四

醸
⑦

。

五
帝

の
陛

郭

、

帝

ご

と

に

七

十

二

醸

、
合

し

て

三

百

六

十

畷
⑧

。

中

螢

四
門

、

門

ご

と

に

五

十

四

神

、

合

し

て

二

百

一
十

六

神
⑨

。

外

螢

四

門

、

門

ご

と

に

百

八
神

、

合

し

て

四

百

三
十

二
神

。
皆

な

螢

に

背

き

て

内

郷

す

⑩

。
中

螢

四
門

、
門

ご

と

に
封

神

四
、
外

螢

四

門

、
門

ご

と

に

封

神

四

、
合

し

て

三

十

二
神

⑪

。

凡

そ
千

五

百

一
十

四

神

。

螢

、

即
ち

境

な

り
。

封

、

土

を

封

じ

て
築

く

な

り
⑫

。

中

螢

に

背

け

る

神

、

五

星

な

り
。

及

び

中
宮

(
官

)

宿

、

五

官

神

、

五
岳

の
属

に

及

ぶ

な

り

⑬

。

外

螢

に

背

け

る

神

、

二

十

八
宿

、
外

宮

(官

)
星

、
雷

公

、
先

農

、

風

伯

、
雨

師

、

四
海

、

そ
な

四
漬

、

名

山

大

川

の
属

な

り
⑭

。

…

(
中

略

)

…

天

地

・
高

帝

・
黄

帝

、

各

お

の
積

一
頭

を

用

い
、

青

帝

・
赤

帝

、

共

う

る

に

積

一
頭

そ
な

ぞ
な

を

用

い
、

白
帝

・
黒

帝

、

共

う

る

に
積

一
頭

を

用

い
、

凡

そ

積

六

頭

を

用

う
。

日

月

・
北

斗

、

共

う

る

に
牛

一
頭

を

用

い
、

四

螢

の
群

そ
な

神
、
共
う
る
に
牛
四
頭
を
用
い
、
凡
そ
牛
五
頭
を
用
う
。
凡
そ
楽
、
青
陽

・
朱
明

・
西
皓

・
玄
冥
、
及
び
雲
翅

・
育
命
舞
を
奏
す
。
凡

そ
席
二
百

一
十
六
枚
を
用

い
、
皆
な
莞
箪
に
し
て
、
率
ね

一
席
ご
と
に
三
神
。
日

・
月

・
北
斗
、
陛
郭

・
醸
無

し
⑮
。
既
に
神
を
送
れ

ば
、
姐
実
を
壇
南
の
巳
地
に
憤
す
。

以
上

の
記
述
に
よ
り
作
成
し
た
の
が
図

一
で
あ
る
。
右
の
史
料
中
に
は
、
祀
場
を
構
成
す
る
要
素
ご
と
に
番
号
を
付
し
た
。
以
下
、
そ
の

番
号

に
沿

っ
て
、
相
互
に
関
連
す
る
要
素
を
ま
と
め
、
祀
場
の
構
造
が
示
す
世
界
観
を
検
証
し
て
い
く
。

一
、

円
壇
上
の
重
壇

(②
)

祀
場
の
中
心
と
な
る
円
壇
上
に
、
さ
ら
に
二
重
の
壇

(中
壇

・
外
壇
)
が

つ
く
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
三
重

壇
で
あ

っ
た
。
最
上
層

(中
壇
)
に
天
と
地
の
神
座
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
南
面
す
る
。

「西
上
」
と
は
、
『漢
書
』
郊

祀
志
の
元
始
五
年
の

王
莽

上
奏
文
に
、
「天
墜
の
位
、
皆
な
南
郷
し
、
席
を
同
じ
く
す
る
に
、
墜
、
東
に
在
り
」
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
、
天
が
西
側
、
地
が
東

側
に
あ

っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
中
元
元
年

の
北
郊
設
置
に
際
し
、
地
の
位
が
北
郊
に
移
さ
れ
、
王
莽

の
主
張
の
よ
う
に
、

天
地
と
高
帝

・
高
后
と
が
併
せ
て
同
壇
上
に
祀
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。



図一 後漢洛陽南郊概念図

二
、
外
壇

の
五
帝
と
醸

(③

・
⑧
)

甘
泉
泰
時
、

元
始
上
帝
壇
、
そ
し
て
後
漢
洛

陽
南
郊
壇
に
共
通
し

て
、
五
行

の
五
帝
は
上
帝

(
天
)
に
次
ぐ
神
格
と
し

て
、
上
帝
の
近
く
に
配
置
さ
れ
た
。

こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
は
、

五
帝
が
配
置
さ
れ
た

方
角
で
あ
る
。
甘
泉
泰
時
に
お

い
て
は
、
黄
帝

の
方

角
に

つ
い
て
特
に

「西
南
」
と
す
る
他
は
、
「各
お
の

其

の
方

の
如
し
」
と
し
、
元
始
上
帝
壇
に
お
い
て
も
、

「各
お
の
其

の
方
面
に
於
て
す

」
と
あ
る
の
み
で
あ

る
か
ら
、
黄
帝
以
外
は
正
し
く
東
西
南
北
に
配
置
さ

れ
た
と
み
て
大
過
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
は
干
支
を
用
い
て
方
角
を

個
別
に
示
し
て
あ
る
。

こ
の
方
角
を
特
定
す
る
た
め

に
、
ま
ず

『
礼
記
』
月
令
篇
と

そ
の
鄭
玄
注
に
よ

っ

て
、
十
二
ヶ
月
と
干
支

の
対
応

関
係
を
確
認
す
る
と
、

図
二
の
よ
う
に
な
る
。
十
干
の
う
ち

「戊
」
と

「己
」

が
抜
け

て
い
る
の
は
、

こ
の
二

つ
の
干
が

「中
央
」

に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
実
際
に
図
示
し
て

い
る
出
土
資
料
が
、

ち
よ
く

こ

こ

に

あ

げ

た
占

盤

「
式

」

で

あ

る

(・6
)。

正

方

形

の



地
盤

の
中
央
に
、
円
形
の
天
盤
を
嵌
め
込
み
、
天
盤
中
央
に
描
か
れ
た
北
斗
七
星
の

一
星
が
軸
と
な

っ
て
、
天
盤
が

回
転
す
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
。
天
盤

・
地
盤
と
も
に
二
層
に
わ
た

っ
て
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、

一
番
外
側
の
層
に
二
十
八
宿
、
そ
の
内
側
の
層
に
は
、
天
盤
に

は

「十
二
神
将
」、
地
盤
に
は
十
二
支
と
八

つ
の
干
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
洛
陽
南
郊
壇
中
の
五
帝
の
位
置
を
比
定
し
た
場
合
、
図

一
に
示
し
た
よ
う
に
、
正
し
い
東
西
南
北
で
は
な
く
、
青
帝
は

「寅
」
で
孟
春
、
赤
帝
は

「巳
」
で
孟
夏
、
黄
帝
は

「未
」
で
季
夏
、
白
帝
は

「申
」
で
孟
秋
、
黒
帝
は

「亥
」
で
孟
冬
と
い
う
、
黄
帝
以

図 二 十 二 月 ・干 支 対 応 図

武 威 磨 咀 子 漢 墓M62出 土 漆 木 式(王莽 期)

原 図 は 「武 威 磨 咀 子 三 座 漢 墓 発 掘 簡 報 」(甘 粛
省 博 物 館 、 『文 物 』1972-12)に 掲 載 。 転 載
に あ た っ て 、 地 盤 の 文 字 の み 釈 文 に よ り 活 字

に 置 き 直 した 。



外
は
四
季
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
月
の
方
角
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
配
置
と
な

っ
た
理
由

は
、
五
帝

の
そ
れ
ぞ
れ

に
付
随
す
る
畷
の
、
七
十
二
と
い
う
数
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

醸
と
は
、
具
体
的
な
形
状
は
不
明
だ
が
、
神
位
を
示
す
標
識
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
前
漢
甘
泉
泰
時
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た

(即)。
洛
陽
南
郊
で
は
、
畷
の
数
も
総
計

「千
五
百
十
四
神
」
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
神
格

の
座
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
畷
の
、
五
帝
ご
と
に
七
十
二
、
計
三
百
六
十
と

い
う
数
字
か
ら
直
ち
に
連
想
さ
れ
る
の
は
、

一
年
の
日

数
で
あ
る
。
五
行
の
五
帝
と

「七
十
二
」
と
を
、
『
易
緯
通
卦
験
』
(安
居
香
山

・
中
村
璋
八
編

『
緯
書
集
成
』
巻

一
所
収
)
は
次
の
よ
う

に
関
連
づ
け
る
。

孔
子
曰
く
、
太
皇
の
先
、
耀
と
元
を
合

し
、
五
帝

の
期
を
精
ら
か
に
し
、
以
て
七
神
を
序
す
。
(鄭
康
成
注

:
皇
、
君
な
り
。
先
、
本

の
猶
き
な
り
。
耀
は
、
耀
塊
寳
、
北
辰
の
帝
名
な
り
。
此
れ
言
う
こ
こ
ろ
は
、
太
微
の
帝
、
本
よ
り
北
辰
の
帝
と

元
を
同
じ
く
す
。
元
、

天
の
始
め
な
り
。
其
の
精
五
有
り
、
蒼
帝
霊
威
仰
の
属
を
謂
う
な
り
。
其
の
布
列
し
て
用
事
す
る
に
、
各

の
期
有
り
、
期
、
各
の
七
十

二
日
、
十
神

・
二
十
八
舎

・
北
斗
を
叙
す
る
を
主
る
な
り
。
)

他

に
も
、
『
管
子
』
五
行
篇
や

『
准
南
子
』
天
文
訓
、
『
春
秋
繁
露
』
治
水
五
行
篇
な
ど
に
、
七
十
二
日
ご
と
の
五
行
の
交
代
に
と
も
な

う
気
候
の
変
化
や
、
月
令

の
類
が
説
か
れ
て
い
る
。
緯
書
の
史
料
的
価
値
の
判
断
に
非
常
な
困
難
が
伴
う
こ
と
は
、
先
学
が
夙
に
指
摘
し
て

い
る
が
(署
、
こ
の
場
合
は
、
漢
代
に
お
け
る
五
行
と
季
節
の
循
環
に
関
す
る
観
念
を
反
映
し
て
い
る
、
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
、
洛
陽
南
郊
に
お
け
る
五
帝
の
配
置
は
、
四
時
の
循
環
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
円
壇
の
人
陛
と
畷

(①

・
⑦
)

円
壇
の
最
下
層
に
は
、
八
つ
の
陛

(階
段
)
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
と
解
し
た
。

こ
れ
は
、
前
漢
甘
泉

泰
時
、
元
始
上
帝
壇
に
共
通
す
る
構
造
で
あ
る

。
従

っ
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
ま
た
、
「八
方
」
に
拡
が
る

「世
界
」
を
表
象
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
張
衡

「東
京
賦
」
で
は
、
直
接
南
郊
壇
の
構
造
を
描
写
し
た
表
現
で
は
な
い
も

の
の
、
「洪
鍾

を
撞
き
霊
鼓
を
伐
ち
、

う
る
お

労

く

八

鄙

を
震

う

」

と

あ

っ
た

り

、

「
沢

は

昆

轟

を

浸

し
、

威

は

八

寓

に

振

う

」

と

あ

る

よ

う

に

、

「
八
」

を

用

い

て
皇

帝

の
支

配

が

及

ぶ

全

世

界

が

表

さ

れ

て

い

る
。



一
方
で
、
八

つ
の
陛
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
五
十
八
の
畷
と
は
ど
の
よ
う
な
神
格
な

の
だ
ろ
う
か
。
張
衡

「東
京
賦

」
に
、
「八
霊
、
之
が

為
に
震
摺
す
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
が

『
楚
辞
』
九
嘆

・
遠
逝
の
王
逸
注
を
引
き
、
「八
霊
、
八
方
の
神
な
り
」
と
す
る
こ
と
か
ら
推
測

し
た
場
合
、
醸
に
よ

っ
て
祀
ら
れ
た
の
は

「世
界
」
に
住
ま
う
様
々
な
神

々
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
五
十
八
と

い
う
数
ご
と
に
ま
と
め

ら
れ

る
の
か
不
明
で
あ
り
、
現
状
で
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

四
、
紫
微
宮
と
四
道

(④

・
⑤
)

円
壇
の
周
囲
に
は

「境
」
が
築
か
れ
た
が
、

こ
れ
は
、
『
周
礼
』
天
官
掌
舎
に
よ
れ
ば
、
土
を
積
み
上

げ
た
低

い
垣
で
あ
る
と
い
う

。
後
文
の
⑫
に
、
螢
と
臆
は
同
じ
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
い
う

「重
螢
」
と
は
、
樋

が
二
重
に
円
壇
を
取
り

囲
む
状
態
を
指
し
、
後
文
の
中
螢
と
外
螢
と
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
紫
色
で
、
紫
微
宮
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
前
漢
甘
泉
泰

時
で
は
、
太

一
壇
は

「紫
壇
」
、
と
表
現
さ
れ
、
紫
微
宮
を
象
徴
し
て
い
た
(叙)。
洛
陽
南
郊
壇
も
こ
れ
を
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
史
記
』
巻
二
七
天
官
書
や

『
漢
書
』
巻
二
六
天
文
志
に
よ
れ
ば
、
天
の
中
宮
は
紫
宮
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
役
割
に

つ
い
て
、
『
潅
南
子
』

天
文

訓
に
、
「紫
宮
、
斗
を
執
り
て
左
に
旋
ら
せ
、
日
ご
と
に
行
く
こ
と

一
度
、
以
て
天
を
周
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、

「帝
、
四
維
を
張
り
、

之
を

運
る
に
斗
を
以
て
し
、
月
ご
と
に

一
辰
を
徒
り
、
復
た
其
の
所
に
反
る
。
正
月
、
寅
を
指
し
、
十
二
月
、
丑
を
指
し
、

一
歳
に
し
て
匝

り
、
終
り
て
始
め
に
復
る
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
紫
微
宮
は
天
帝
が
住
ま
う
天
の
中
心
で
あ
り
、
宇
宙

の
循
環
的
運
動
の
中
心
、
か
つ
根

源
で
あ
る
。
宇
宙
の
運
動
は
、
時
間
、
よ
り
具
体
的
に
は
四
時
の
循
環
を
意
味
し
、
日
月
星
辰
、
す
な
わ
ち
天
文
の
運
行
に
よ
っ
て
可
視
化

さ
れ
る
。

ま
た
、
円
壇
よ
り
二
重
の
螢
を
貫
い
て
、
道
が
四
方
に
延
び
て
い
た
と
い
う
。
四

つ
の
道
に
よ
っ
て
、
祀
場
全
体

は
四
つ
の
領
域
に
分
割

さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
紫
微
宮

(中
宮
)
が
中
心
で
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
東
西
南
北
に
分
割
さ
れ
る
天
の
四
つ
の
領
域

(東
宮
蒼
龍

・
南
宮
朱
鳥

・
西
宮
威
池

・
北
宮
玄
武
)
を
象
徴
す
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

前

漢
甘
泉
泰
時
と
元
始
上
帝
壇
で
は
、
祀
場
全
体
を
八
つ
の
道
が
貫
い
て
い
た
(覗)。
こ
の

「八
」
が

「世
界
」
を
表
す
こ
と
は
先
に
述
べ

た
が
、
後
漢
に
至
っ
て

「八
」
よ
り
も

「四
」
が
、
天
の
祀
場
構
造
の
中
核
的
原
理
と
し
て
前
面
に
出
さ
れ
た
こ
と

は
、
後
漢
南
北
郊
に
お

け
る
天
地
別
祭
の
実
施
と
関
係
す
る
。

つ
ま
り
、
中
宮
と
四
宮
か
ら
成
る

「天
文
世
界
」

の
構
造
に
則
る
こ
と
で
、
南
郊
の

「天
」
の
祀
場



と
し
て
の
意
味
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の

「四
」
に
は
も
う

一
つ
、
「四
時
」
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
巻
十
二
平
帝
紀
に
、

元
始
四
年

の
王
莽

に

よ
る
明
堂
建
設
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
応
勧
注
に
、

明
堂
、
四
時
を
正
し
、
教
化
を
出
だ
す
所
以
な
り
。
明
堂
、
上
園
下
方
、
八
窩
四
達
、
布
政

の
宮
に
し
て
国
の
陽

に
在
り
。
上
の
八
窩
、

八
風
に
法
り
、
四
達
、
四
時
に
法
り
、
九
室
、
九
州
に
法
り
、
十
二
重
、
十
二
月
に
法
り
、
三
十
六
戸
、
三
十
六
旬
に
法
り
、
七
十
二

隔
、
七
十
二
候
に
法
る
。

と
あ

り
、
明
堂

の
四
方
に
通
じ
る
構
造
は
、
四
時
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
明
堂
の
構
造
を
述
べ
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
当
該

期
の
礼
制
建
築
全
体
に
通
じ
る
基
本
的
理
念
と
考
え
る
こ
と
に
、
無
理
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
洛
陽
南
郊
は
、
全
体
と
し
て
紫
微
宮
と
そ
れ
を
囲
む
天
の
宮
を
象
徴
す
る
構
造
を
持
ち
、
そ
こ
に
は
紫
微
宮
が
統
轄
す
る

「時

間
」

(四
時
)
の
循
環
も
ま
た
含
意
さ
れ
て
い
る
。

五
、

日

・
月

・
北
斗

(⑥

・
⑮
)

前
漢
甘
泉
泰
時
で
は
、
北
斗
は
太

一
壇
下
に
祀
ら
れ
、
日
月
も
担
当
の
巫
祝
が
祀

っ
た

。
元
始
上
帝

壇
で
は
、
日
月
と
北
斗
は
、
河

・
岱

(泰
山
)
・
海
と
と
も
に

「六
宗
」
と
し
て
、
壇
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
た
。
光
武
帝
の
即
位
壇
に
は

「六

宗
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
洛
陽
南
郊
を
新
た
に
築
い
た
際
に
は
採
用
さ
れ
ず
、
そ
の
中
か
ら
特
に
日

・
月

・
北
斗

が
選
ば
れ
た

。
そ
の

背
景

に
は
、

こ
れ
ら
が
、
季
節
や
暦
、

つ
ま
り
時
間
の
決
定
と
統
御
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
漢
書
』
巻
二

一
律
暦
志
上
所
載
の
劉
歌
三
統
暦
論
中
に
、

太
極
、
三
辰

・
五
星
を
上
に
運
ら
し
む
。
而
し
て
元
気
、
三
統
五
行
を
下
に
転
ら
し
む
。
其
れ
人
に
於
け
る
や
、
皇
極
、
三
徳
五
事
を

統
ぶ
。
故
に
三
辰
の
三
統
に
合
す
る
や
、
日
、
天
統
に
合
し
、
月
、
地
統
に
合
し
、
斗
、
人
統
に
合
す
。

と
あ

る
の
は
、

「天
」
「地
」
「人
」
を
貫
い
て
全
世
界
を
統
轄
す
る
上
で
の
日

・
月

・
北
斗
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

日

・
月

・
北
斗
が
中
螢
内
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
群
神
と
特
に
区
別
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
天
と
五
帝
に
次
ぐ
神
格
と
し
て
扱
わ
れ

た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
神
座
の
形
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、

「陛

・
郭

・
醸
無
し
」
と
い
う
状
態
は
、
五
帝
と
の
比
較
で
あ
る
と



考
え
ら
れ
る
。

六
、

中
螢
の
群
神

(⑨

・
⑬
)

中
螢
に
は
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
門
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
四
、
合
計
二
百
十
六
の
神
格
が
、
樋

を
背
に
し
て
配
列
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
五
星
や

「中
官
」
の
星
々
、
五
官
の
神
、
五
岳
な
ど
が
含
ま
れ
る
と

い
う
。

ま
ず
五
星
は
、
歳
星

・
焚
惑

・
填
星

・
太
白

・
辰
星
の
五
惑
星
を
指
す
。
五
官
の
神
と
は
、
具
体
的
に
は
五
行

の
五
帝
の
佐

で
あ
る
勾

芒

・
祝
融

・
后
土

・
蓉
収

・
玄
冥
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
(鍾
。
五
岳
が
こ
こ
に
配
置
さ
れ
た
の
は
、
「地
理
」
の
代
表
格
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
(64)。
以
上
は
い
ず
れ
も
五
行
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
す
る
方
角
に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「中
官
」
の
星
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
『
続
漢
書
』
天
文
志
上
第
十
の
冒
頭
に
は
、
「凡
そ
天
文
の
図
籍

に
在
り
、
昭
昭
と
し

て
知
る
可
き
者
、
経
星

・
常
宿

・
中
外
官
、
凡
そ
百

一
十
八
名
、
積
数
七
百
八
十
三
星
、
皆
な
有
州

・
国

・
官

・
宮

・
物
類
の
象
な
り
」
と

あ
り
、
ま
た
同
劉
昭
注
引
張
衡

『
霊
憲
』
に
は
、
「中
外
の
官
、
常
に
明
る
き
者
、
百
有
二
十
四
、
名
つ
く
可
き
者
、
三
百
二
十
」
と
あ
り
、

両
者

は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
中
螢
の

「中
官
」
の
星
と
、
外
螢
に
配
置
さ
れ
た

「外
官
」
の
星
と
を
併
せ
た
数
は
百
二
十
前
後
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

七
、
外
螢
の
群
神

(⑩

・
⑭
)

外
螢
に
も
、
中
螢
同
様
に
東
西
南
北
に
門
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
各
百
八
神
、
合
計
四
百
三
十
二

の
神
格
が
、
こ
れ
も
ま
た
臆
を
背
に
し
て
配
列
さ
れ
て
い
た
(軒)。
そ
こ
に
は
、
二
十
八
宿
、
「外
官
」

の
星
々
、
雷

公
、
先
農
、
風
伯
、
雨

師
、

四
海
、
四
漬
、
名
山
大
川
の
類
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

二
十
八
宿
は
お
そ
ら
く
、
先
に
あ
げ
た
式
盤
上
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
四
方
に
分
割
、
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『史
記
』
天
官
書

の
分
類
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

雷

公
、
先
農
、
風
伯
、
雨
師
の
う
ち
、
雷
公
を
除
く
三
神
に

つ
い
て
は
、
『
続
漢
書
』
第
九
祭
祀
志
下
に
よ
れ
ば
、
地
方
県
邑
に
て
、
決

ま

っ
た
方
角
と
日
付
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
様
の
方
角
に
配
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

)。

レ
　

四
海

と

は

、

「
世

界

」

の
外

側

の
領

域

を

指

す

と
考

え

ら

れ

る

(94
)。

『
准

南

子

』

墜

形

訓

に

、

「
四
海

の
内

を

閣

ざ

せ
ば

、

東

西

二

万

八

千

里

、

南

北

二

万

六

千

里

」

と

あ

り

、

「
世

界

」

が

四

海

に

よ

っ
て

区

切

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

こ

こ

で
四

海

が

祭

祀

対

象

と

さ

れ

た



の
は
、
皇
帝
の
支
配
領
域
の
境
界
を
明
示
す
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
、
門

の
封
神

(⑪

・
⑫
)

中
螢
と
外
螢
の
合
計
八
つ
の
門
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
神
、
合
計
三
十
二
の
神
格
が
祀
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ

ら
の
神
格
は
、

「封
」
を
神
座
と
し
、
「封
神
」
と
称
さ
れ
る
が
、
神
名
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
形
態
で

祀
ら
れ
る
必
然
性
も
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
神

々
を
祀
る
神
座
の
形
態
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
く
と
、
天
や
高
祖
、
五
帝
、
日

・
月

・
北
斗
の
そ
れ
は

「位
」
と
称
さ
れ
、
そ

の
周
囲
に
は

「綴
」
が
設
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
中
螢

・
外
螢

の
神
々
は

「席
」
と
称
さ
れ
、

一
つ
の

「席
」
に
三

つ
の
神
格
が
ま
と
め

ら
れ
た
。
門
ご
と
に
祀
ら
れ
た
神
格
の
座
は

「封
」
と
称
さ
れ
、
土
を
盛

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
四
種
の
神
座
に
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
は
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
神

々
の
尊
卑

の
序
列
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
洛
陽
南
郊
を
構
成
す
る
各
要
素
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
、
及
び
全
体
の
性
格
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

洛

陽
南
郊
は
、
紫
微
宮
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
東
西
南
北
の
四
宮
か
ら
成
る

「天
文
世
界
」
の
構
造
を
模
し
て
お
り
、
「天
文
」
た
る
日

・

月

.
北
斗
や
星
々
が
、
多
く
祀
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
の

「天
文
世
界
」
の
内
部
に
は
、
伝
統
的
に

「世
界
」

を
象
徴
す
る

「八
方
」

の
観
念
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
、
地
上
の

「地
理
」
も
ま
た
多
く
配
置
さ
れ
た
。

「天
文
」
は
、
具
体
的
に
は
天
上
に
あ
る

「星
」
の
形
を
と
る
が
、
地
上
の

「地
理
」
や
人
間
社
会
の
事
象
に
も

対
応
す
る
、
と
観
念
さ

れ
て

い
た
。
張
衡

『
霊
憲
』
(『続
漢
書
』
天
文
志
第

一
〇
劉
昭
注
引
)
に
、

と
こ
ろ

星

な

る

者

、

体

、

地

に

生

じ
、

精

、

天

に
成

り

、

居

を

列

ね
錯

時

し

、

各

の

属

す

る

適

有

り

。

紫

宮

、

皇

極

の
居

為

り
、

太

微

、

五

帝

の
庭

為

り
。

明

堂

の
房

、

大

角

、

席

有

り

、

天

市

、

坐

有

り

。

蒼

龍

、

左

に
連

蜷

し

、

白

虎

、

右

に

猛

拠

し
、

朱

雀

、

翼

を

前

に

奮

か
こ

　　
　
　

や
し
な

い
、
霊
亀
、
首
を
後
に
圏
い
、
黄
神
軒
韓
、
中
に
あ
り
。
六
擾
既
に

畜

い
、
而
し
て
狼
蛎
魚
竈
、
具
わ
ら
ざ

る
こ
と
有
る
岡
し
。
野

に
在
り
て
は
物
に
象
り
、
朝
に
在
り
て
は
官
に
象
り
、
人
に
在
り
て
は
事
に
象
る
、
是
に
於
い
て
備
わ
れ
り
。

と
あ

り
、
ま
た
先
に
あ
げ
た

『
続
漢
書
』
天
文
志

の
冒
頭
に
も
あ
る
よ
う
な
、
天
上
の
星
々
の
秩
序
と
朝
廷
に
お
け

る
官
制
秩
序
、
地
上
に



南
郊
よ
り
二
十
五
年
余
り
遅
れ
て
築
か
れ
た
北
郊
の
構
造
に
つ
い
て
、
『続
漢
書
』
祭
祀
志
上
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

北
郊
、
維
陽
城
北
四
里
に
在
り
。
方
壇
四
陛
を
為
る
①
。
三
十
三
年
正
月
辛
未
、
郊
し
て
別
に
地
祇
を
祀
る
に
、
位
、
南
面
西
上
と
し
、

き
よ
う

高

皇

后

配

し

、

西

面

北

上

と

し

、

皆

な

壇

上

に
在

り
②

。

地

理

群

神

、

食

に

従

い
、

皆

な

壇

下

に
在

る

こ
と

、

元

始

中

の
故

事

の
如

し
③

。

中

岳

未

に
在

り

、

四

岳

、

各

お

の
其

の
方

の

孟

辰

の
地

に
在

り

④

。

中

螢

内

、

海

、

東

に
在

り

、

四

漬

、

河

は

西
、

濟

は
北

、

潅

は

東

、

江

は
南

⑤

。

他

山

川

、

各

お

の
其

の
方

の
如

し

、

皆

な

外

螢

内

に
在

り

⑥

。

四

陛

の
醸

、

及

び

中

・
外

螢

門

の
封

神

、

南

郊

そ
な

ぞ
な

ぞ
な

の
如

し
⑦

。
地

祇

・
高

后

、
積

各

お

の

一
頭

を

用

い
、

五
岳

、
牛

一
頭

を

共

え

、
海

・
四
漬

、

牛

一
頭

を

共

え

、
群

神

、

二
頭

を

共

う
。

奏

楽

も

亦

た

南

郊

の
如

し

。

既

に

神

を

送

れ

ば

、

姐
実

を

壇

北

に

痙

む

。

(
2
)

北

郊

と

明
堂

・
五
郊

お
け

る
領
域
区
分
等

の
対
応
が
、
洛
陽
南
郊
の
構
造
を
支
え
る
主
要
な
世
界
観
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
洛
陽
南
郊
は
、
紫
微
宮
と
四
宮

に
な

ぞ
ら
え
た
構
造
に
よ

っ
て
、
「天
」
を
祀
る
祀
場
と
し
て
の
特
性
を
前
面
に
出
す

一
方
で
、
紫
微
宮
が
地
上
に
投
影
さ
れ
た

「土
中
」

洛
陽
を
中
心
と
す
る
地
上
世
界
の
地
理
的
な
秩
序
を
、
天
上
の
秩
序
と

一
体
化
さ
せ
、
「天
」
と

「地
」
と
を
総
合
し
た

「世
界
」
を
表
現

し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
洛
陽
南
郊

の
独
自
性
は
、
「世
界
」
と
い
う

「空
間
」
の
構
造
と
、
「四
時
」
と
い
う

「時
間
」
の
観
念
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
「宇

宙
」

そ
の
も
の
を
表
現
し
た
点
に
あ
る

。
祀
場
の
中
心
で
あ
る
紫
微
宮
が
、
「空
間
」

の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
「時
間
」

の
運
行
に

お
け

る
中
心
で
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
に
祀
ら
れ
た
神
格
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「宇
宙
」
の
構
成
要
素
と
し
て
、
「空
間
」
と
と
も
に

「時
間
」
に
も
関
係
し
、
二
重
の
象
徴
性
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「時
間
」
の
表
現
は
、
次
に
述
べ
る
北
郊
の
構
造
に
も
共
通
す
る
他
、
郊
祀
以
外
の
国
家
祭
祀
に
も
通
じ
る
。
そ
の
た
め
、
次
節
で

は
北
郊

の
構
造
を
検
証
し
た
後
、
こ
の

「時
間
」
の
表
現
に
深
く
関
わ
る
、
明
堂
の
祭
祀
と
五
郊
の
祭
祀
と
に
言
及
す
る
。



こ
の
記
述
に
依
拠
し
、
図
三
を
作
成
し
た
。
南

郊
に
比
べ
て
記
述
が
簡
略
な
の
は
、
北
郊
の
構
造

が
南
郊

の
そ
れ
と
大
き
く
は
異
な
ら
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
北
郊
は
南
郊
の
構
造
の

一
部
を

改
変
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た

が

っ
て
こ
こ
で
は
、
南
郊
と
異
な
る
点
に
着
目
し

て
北
郊
の
特
徴
を
述

べ
た

い
。

一
、
方
壇
と
四
陛

(①

・
②

・
⑦
)

南
郊
が
円

壇
で
あ
る
の
に
対
し
、北
郊

が
方
壇
で
あ
る
の
は
、

「天
円
地
方
」

の
観
念
に
沿

っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
元
始
后
土
壇
よ
り
後
漢
に
継
承
さ
れ
た

O

北
郊
全
体
は
や
は
り
、
南
郊
と
同
様
に
中
央
と

四

つ
の
領
域
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

場
合
、
そ
れ
は
紫
微
宮
と
四
宮
で
は
な
く
、
地
上

に
お
け
る

「四
方
」
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
ま
た

「
四
時
」
が
含
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
次
の
五
岳

の
配
置
に
よ

っ
て
明
ら

か
と
な
る
。

二
、
五
岳
の
配
置

(④
)

南
郊
に
お
け
る
五
帝

図三 後漢洛陽北郊概念図



と
同
様
に
、
北
郊
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
は
、
五
岳
の
配
置
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
岳
以
外
の
四
岳
の
配
置
を
示
す
の
に
、
「孟
辰
の

地
」

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ

の
表
現
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
先
に
あ
げ
た
図
二
、
及
び
式
盤
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十

二
辰

(十
二
支
)
を
十

二
ヶ
月
に
割
り
当
て
、
三
ヶ
月
ず

つ
四
季
に
充
当
し
た
場
合
の
、
季
節
の
は
じ
め

(孟
)
と
な
る
月
の
辰
に
当
た
る
方
角
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
東
岳
は

「寅
」、
南
岳
は

「巳
」
、
中
岳
は
、
史
料
中
に
明
記
し
て
あ
る
よ
う
に

「未
」
、
西
岳
は

「申
」
、
北
岳
は

「亥
」
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
は
、
南
郊
に
お
け
る
五
帝
の
位
置
す
る
方
角
と
、
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
、
や
は
り
洛
陽
南
北
郊
が
、
と
も
に
四
時
、
つ
ま
り

「時
間
」
を
祀
場
中
に
明
確
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
「孟
辰
の
地
」

と

い
う
表
現
に
よ

っ
て
そ
れ
が
よ
り
は

っ
き
り
し
た
、
と
も
言
え
よ
う
。

三
、
中
螢

・
外
螢
の
群
神

(③

・
⑤

・
⑥

・
⑦
)

中
営

に
は
五
岳

・
四
漬

・
海
の
計
十
の
神
格
、
外
営

に
は
、
数
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の

の
、

地
方
名
山
大
川
が
配
置
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
北
郊
全
体
を
見
渡
し
た
場
合
、
中
心
で
あ
る
方
壇
を
、
各
地

の
山
川
が
、
王
朝
の
定

め
た
序
列
に
従

っ
て
取
り
巻
き
、
地
上
に
お
け
る

「地
理
」
の
秩
序
を
表
現
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
洛
陽
北
郊
の
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
洛
陽
北
郊
は
、
全
体
を
方
形
に
す
る
こ
と
、
ま
た

「地
理
」
に
関
わ
る
神
格
を
、

選
択
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
南
郊
の

「天
」
に
対
す
る

「地
」

の
祀
場
た
る
特
性
を
強
調
し
て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
「天
文
」

と

「地
理
」
と
を
総
合
的
に
配
置
し
た
南
郊
よ
り
、

「天
文
」
を
除
き
去
り
、

「地
理
」
の
秩
序

の
表
現
に
徹
し
た

の
が
、
北
郊
で
あ
る
。

そ
の

一
方
で
、
南
郊
と
同
様
に
、
北
郊
に
も

「空
間
」
の
秩
序
と

「時
間
」
の
運
行
と
が
重
層
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
端
的
に

示
す

の
は

「孟
辰
の
地
」
に
配
置
さ
れ
た
五
岳
で
あ
る
。

南
郊

の
五
帝
と
、
北
郊
の
五
岳
と
は
、
正
し
い
東
西
南
北
で
は
な
く
、
四
時

の
は
じ
め
の
月
を
表
す
方
角
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「時
間
」

の
運
行
を
示
す
機
能
を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
配
置
は
、
後
漢
の
他
の
国
家
祭
祀
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二

つ
に
共
通

す
る
。
そ
れ

が
明
堂
と
五
郊
で
あ
る
。



後
漢
の
明
堂
は
、
光
武
帝
の
末
年
に
、
北
郊
と
並
ん
で
設
置
さ
れ
、
明
帝

の
即
位
後
に
祭
祀
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
『続
漢
書
』

祭
祀
志
中
に
、

明
帝
即
位
し
、
永
平
二
年
正
月
辛
未
、
初
め
て
五
帝
を
明
堂
に
祀
り
、
光
武
帝
配
す
。
五
帝

の
坐
位
、
堂
上
、
各

お
の
其
の
方
に
処
し
、

や

黄
帝
未
に
在
り
、
皆
な
南
郊
の
位
の
如
し
。
光
武
帝
の
位
、
青
帝
の
南
に
在
り
、
少
や
退
き
て
西
面
す
。
牲
、
各
お
の

一
積
、
楽
を
奏

す
る
こ
と
南
郊
の
如
し
。

と
あ
り
、
五
帝
の
位
置
が
南
郊
と
等
し
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
明
堂

の
祭
祀
対
象
は
五
帝
と
光
武
帝
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
後
漢
書
』
明
帝
紀

の
永
平
二
年
明
堂
祭
祀
後
の
詔
勅
に
、
「今
、

令
月
吉
日
、
光
武
皇
帝
を
明
堂
に
宗
祀
し
、
以
て
五
帝
に
配
す
」
と
あ
る
。
こ
の

「宗
祀
」
と
い
う
語
は
、
『漢
書
』
平
帝
紀
に
、
「
(元
始
)

四
年
春
正
月
、
高
祖
を
郊
祀
し
て
以
て
天
に
配
し
、
孝
文
を
宗
祀
し
て
以
て
上
帝
に
配
す
」
と
あ
る
中
に
み
え
る
。
明
帝
は
こ
の
故
事
に
則

り
、
高
祖
を
南
郊
に
配
祀
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
文
帝
を
光
武
帝
に
置
き
換
え
、
明
堂
に
祀
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
、

『
孝
経
』
聖
治
章
に
、
「昔
者
、
周
公
、
后
稜
を
郊
祀
し
て
以
て
天
に
配
し
、
文
王
を
明
堂
に
宗
祀
し
、
以
て
上
帝

に
配
す
」
と
あ
る
の
を

典
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先

の
元
始
四
年

の
事
例
も
、
『孝
経
』
も
と
も
に
、
配
祀
さ
れ
る

「上
帝
」
を
、

「五
帝
」
と
解
す
る
根

拠
に
は
な
ら
な
い
。

明
堂
に
て
祀
る

「上
帝
」
が

「五
帝
」
で
あ
る
こ
と
は
、
張
衡

「東
京
賦
」

の
李
善
注
に
、
「孝
経
鉤
命
決
に
曰
く
、
文
王
を
明
堂
に
宗

祀
し
、
以
て
上
帝
五
精
の
神
に
配
す
」
と
説
明
さ
れ
る
。
後
漢
の
明
堂
建
設
に
あ
た

っ
て
検
討
さ
れ
た
典
籍

の
中
に
は

「七
経
識
」
が
含
ま

れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
「上
帝
　

五
帝
」
説
が
図
識
に
拠

っ
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る

。
そ
し
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「上

帝
昌
五
帝
」
説
が
採
用
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
五
帝
が
四
時
の
循
環
を
象
徴
す
る
神
格
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

先

に
あ
げ
た

『
後
漢
書
』
明
帝
紀
、
永
平
二
年
明
堂
祭
祀
後
の
詔
勅
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

わ
か

た
だ

礼

、

法

物

を

備

え

、

楽

、

八
音

を

和

し

、

祉

福

を

詠

じ
功

徳

を
舞

い
、

時

令

を

班

ち

、

群

后

を

軟

す

。



ま
た
、
班
固

「明
堂
詩
」
(『
後
漢
書
』
列
伝
第
三
〇
下
所
収
)
に
は
、

よ
き
か
な

上
帝
、
宴
も
て
饗
し
、
五
位
、
時
も
て
序
す
。
誰
か
其
れ
之
に
配
す
、
世
祖
光
武
な
り
。
普
天
率
土
、
各
お
の
其

の
職
を
以
て
す
。
猜
与

い
た

緯
煕
、
允
に
多
福
を
懐
す
。

と
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
明
堂
で
は
、
奏
楽

・
時
令
の
頒
布

・
諸
侯
と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
『
漢
書
』
平
帝
紀

の
応
勘
注
に
、

「明
堂
、
四
時
を
正
し
、
教
化
を
出
だ
す
所
以
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
後
漢
に
お
い
て
、
明
堂
の
儀
礼
に
求
め
ら
れ

て
い
た
機
能
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
機
能
と
は
、
正
し
い
暦
に
基
づ
く
政
治
を
、
諸
侯
に
授
け
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
り
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
皇
帝
が
統
御
す
る
四
時
の
循
環
、
す
な
わ
ち

「時
間
」
の
秩
序
を
、
天
下
中
よ
り
明
堂
に
集
う
諸
侯
に
分
け

与
え
る
こ
と
で
、
天
下
の
隅
々
に
ま
で
皇
帝
に
よ
る

「空
間
」
と

「時
間
」
の
支
配
を
行
き
渡
ら
せ
る
の
が
、
明
堂

の
意
義
で
あ
る
。
そ
の

た
め

に
、
明
堂
に
お
け
る
祭
祀
の
対
照
と
し
て
五
帝
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
明
堂
の
意
義
と
五
帝

の
祭
祀
と
は
、
表
裏

一
体
で
あ

っ
た
。

後
漢
に
お
い
て
五
帝
の
祭
祀
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
洛
陽
南
郊
と
、
明
堂
と
、
そ
し
て
五
郊

で
あ
る
。
『
続
漢
書
』
祭

祀
志
中
に
、

時
気
を
五
郊

の
兆
に
迎
う
。
永
平
中
自
り
、
礼
識
及
び
月
令
に
五
郊
の
迎
気

・
服
色
有
る
を
以
て
、
因
り
て
元
始
中
の
故
事
を
采
り
、

五
郊
を
雛
陽
の
四
方
に
兆
す
。
中
兆
、
未
に
在
り
。
壇
、
皆
な
三
尺
に
し
て
、
階
、
等
無
し
。

と
あ

り
、
以
下
は
省
略
す
る
が
、
立
春
の
日
に
東
郊
に
て
青
帝
を
祭
り

「春
」
を
迎
え
、
立
夏

の
日
に
南
郊
に
て
赤
帝
を
祭
り

「夏
」
を
迎

え
、
立
秋
の
十
八
日
前
に
中
兆
に
て
黄
帝
を
祭
り

「黄
霊
」
を
迎
え
、
立
秋
の
日
に
西
郊
に
て
白
帝
を
祭
り

「秋
」
を
迎
え
、
立
冬

の
日
に

北
郊

に
て
黒
帝
を
祭
り

「冬
」
を
迎
え
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
が
、
洛
陽

の
周
囲
の
、
四
時
を
示
す

そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
に
設

置
さ

れ
た
壇
に
お
い
て
行
う
、
季
節
を
迎
え
る
儀
礼
で
あ
る
。
『
後
漢
書
』
明
帝
紀
永
平
二
年

の
末
に
、
「是
の
歳
、
始
め
て
気
を
五
郊
に

迎
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
平
二
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

祭

祀
志
に
よ
れ
ば
、
五
郊
の
根
拠
は

「礼
識
」
・
「月
令
」
・
「元
始
故
事
」
の
三

つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

「月
令
」

は
、
『
礼
記
』
月
令
を



指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
季
夏
の
儀
礼
が
や
や
曖
昧
で
あ
る
。

「礼
識
」
と
は
、
『
礼
緯
含
文
嘉
』
(『後
漢

書
集
解
』
恵
棟
引
)

に
、

「南
郊

・
北
郊

・
東
郊

・
西
郊

・
中
郊
あ
り
、
兆
し
て
正
し
く
謀
う
」
と
あ
る
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「元
始
故
事
」
は
、
平
帝
元
始
五
年
の
上
奏
の
中
で
、
王
莽

が
、
前
漢

の
初
め
よ
り
五
帝
を
個
別
に
祀
っ
て
い
た
雍
五
時
を
長
安
の
周
囲

に
移
設
し
た
上
、
他
の
諸
神
を
そ
の
属
性
に
よ

っ
て
五
帝
に
分
類
、
配
属
し
、
よ
り
充
実
し
た
五
帝
の
祀
場
を
完
備
す
る
こ
と
を
求
め
た
こ

と
を
指
す
(酪)。
こ
の
提
案
は
実
行
に
移
さ
れ
、
王
莽

は
居
摂
元
年
正
月
、

つ
ま
り
立
春
に
、
東
郊
の
儀
礼
を
行

っ
て

い
る
。

以
上
が
五
郊
迎
気
の
概
容
で
あ
る
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
票
畠
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

明
堂
の
月
令
、
天
子
、
四
立
及
び
季
夏
の
節
を
以
て
、
五
帝
を
郊
に
迎
う
る
は
、
神
気
を
導
き
致
し
、
豊
年
を
祈
福
す
る
所
以
な
り
。

(『
後
漢
書
』
列
伝
第
五
〇
票
琶
伝
下
)

皇
帝
が
正
し
い
四
時
の
循
環
を
促
し
、
気
候
を
安
定
さ
せ
、
豊
か
な
実
り
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
五
郊
迎
気

の
祭

祀
の
目
的
で
あ
る
。
そ

し
て
、
豊
か
な
実
り
が
確
実
で
あ
っ
て
こ
そ
、
社
会
と
、
皇
帝
の
統
治
と
に
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

前
漢

の
郊
祀
で
は
、
皇
帝
が
神
々
に
近
い
場
所
に
赴
き
、
神

々
を
盛
大
に
歓
待
す
る
こ
と
を
手
段
と
し
て
、
豊
年

と
い
う
福
が
降
さ
れ
る

こ
と
を
求
め
た
(聾
。
後
漢
で
は
、
豊
年
を
獲
得
す
る
手
段
が
、
皇
帝
に
よ
る

「時
間
」
の
統
御

へ
と
変
化
し
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
洛
陽
北
郊
の
構
造
を
述
べ
、
併
せ
て
明
堂
と
五
郊
迎
気
の
祭
祀
を
論
じ
る
こ
と
で
、
洛
陽
南
郊
の
構
造
よ
り
導
き
出
し
た
、
皇
帝

に
よ
る

「時
間
」
統
御
を
、
後
漢
の
国
家
祭
祀
全
体
を
支
え
る
基
底
的
理
念
の

一
つ
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

し
か
し
、
後
漢
の
国
家
祭
祀
全
体
よ
り
み
れ
ば
、
こ
こ
で
扱

っ
た
祭
祀
は
ご
く

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
後
漢
で
は
、
郊
祀
が
正
月

に
行
わ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
郊
祀
は
単
独
で
は
な
く
、

一
連

の
年
始

の
諸
儀
礼
の

一
部
と
さ
れ
て
い
る

。
さ
ら
に
、
『
続
漢
書
』

礼
儀
志
や
祭
祀
志
に
よ
れ
ば
、
後
漢
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
、
祭
祀
を
含
む
様

々
な
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
個
別
に
検
討
し
た

上
で
、
後
漢

の
国
家
儀
礼
の
全
体
像
を
掘
り
起

こ
し
、
そ
れ
が
示
す
後
漢
に
固
有
の
皇
帝
権
力
を
考
察
す
る
の
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

今
回
、
郊
祀
と
そ
れ
に
関
連
す
る
祭
祀
を
扱

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
課
題
に
向
か
う
最
初

の

一
歩
と
位
置
づ
け
た
い
。



洛
陽
南
郊
に
は
、
合
計
千
五
百
十
四
の
神
格
が
祀
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
名
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
神
格
は
ご
く
少
数
に
す
ぎ

ず
、
他
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
千
五
百
に
も
の
ぼ
る
神
格
を
、
後
漢
王
朝
が
、
「天
文
」
や

「地
理
」、
五
行
や
四
時
と
い
っ
た
、

「世
界
」
の
構
造
を
測
る
物
差
し
に
よ

っ
て
全
て
分
類
し
、
序
列
を
与
え
て
南
北
郊
に
配
置
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
示
す
言

葉
が
、
先

に
あ
げ
た
張
衡

「東
京
賦
」
の
、

「元
祀
惟
れ
称
が
り
、
群
望
威
く
秩
す
」
と
い
う
句
中
に
み
え
る
、
「成
秩
」
と
い
う
語
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
『
尚
書
』
洛
諾
に
由
来
す
る
。

肇
め
て
股
礼
を
称
げ
、
新
邑
に
祀
る
に
、
成
く
文
無
き
を
秩
せ
。

(偽
孔
伝

:
言
う
こ
こ
ろ
は
、
王
、
当
に
始
め
て
股
家

の
祭
祀
を
挙

げ
、
礼
典
を
以
て
新
邑
に
祀
ら
ん
と
す
る
に
、
皆
く
礼
文
に
在
ら
ざ
る
者
を
次
秩
し
て
之
を
祀
る
。
)

ま

た
こ
の
語
は
、
王
莽

が
程
義
の
挙
兵
に
際
し
、
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
た

「大
詰
」
(『漢
書
』
巻
八
四
蓼
方
進
伝
)
中
に
、
「
天
地

の
位
を
正
し
、
郊
宗
の
礼
を
昭
ら
か
に
し
、
五
時
の
廟
眺
を
定
め
、
威
く
文
亡
き
を
秩
せ
り
」
と
し
て
み
え
る
。

郊
祀
に
お
い
て
は
南
北
郊
体
制
を
確
立
し
、
宗
廟
に
お
い
て
は

「諦
給
の
礼
」
を
実
施
し
、
長
安
の
五
郊
に
諸
神
を
分
類
し
た
祭
祀
施
設

を
設

け
、
典
籍
に
記
載
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
神

々
ま
で
全

て
祀

っ
た
。

こ
れ
が
、
王
莽

の
国
家
祭
祀
体
制
、
「元
始
故
事
」
で
あ
る
。
後
漢
の

国
家
祭
祀
の
中
で
、
こ
の

「元
始
故
事
」
に
依
拠
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
郊
祀
、
宗
廟
、
五
郊
で
あ
り
、

明
堂
も
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
は
、
本
論
中
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
漢
の
洛
陽
南
北
郊
と

「元
始
故
事
」
と
で
は
細
部
に
幾
分
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
本
論
で
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
れ

を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
解
決
案
と
し
て
は
、
郊
祀
に
お
け
る

「元
始
故
事
」
と
は
、
王
莽

が
元
始
五
年
に
お
い
て
郊
祀
の
南
北
郊
制
を
確
定
す
る
以
前
の

お

わ

り

に



状
態
、

つ
ま
り
前
漢
武
帝
期
以
来
行
わ
れ
て
い
た
、
雍
五
時

・
河
東
后
土

・
甘
泉
泰
時
の
三
郊
祀
体
制
の
対
義
語
と

し
て
用

い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

光
武
帝
が
郊
祀
制
を
定
め
る
に
あ
た

っ
て
、
範
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
は
二
つ
あ

っ
た
。

一
つ
は
武
帝
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
歴
史

の

あ
る
体
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
儒
家
教
説
に
よ
る
裏
付
け
を
持
た
な
い
。
二

つ
目
は
、
儒
家
教
説
に
よ

っ
て
整
え
ら
れ
、
前
漢
王
朝
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
南
北
郊
制
、

「元
始
故
事
」

で
あ
る
。
両
者
の
う
ち
、
後
者
を
選
択
し
た
こ
と

の
表
明
が
、

「元
始
中
の
故
事
を
采
る
」

と
い
う
語
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
先
に
あ
げ
た

「大
諾
」
に
み
え
る
、
郊
祀
の
南
北
郊
制

・
宗
廟

の

「諦
袷
の
礼
」
・
五
郊
祭
祀
と
い
う
国
家
祭
祀
の
大
枠
が
、
「元

始
故
事
」
で
あ

っ
た
、
と
も
言
え
る
。

後
漢
は

「元
始
故
事
」
と
と
も
に
、
国
家
祭
祀
に
お
け
る

「威
秩
」
の
理
念
を
継
承
し
た
。
皇
帝
の
都
を
洛
陽
に
新
し
く
営
む
、
と
い
う

状
況
も
、
『
尚
書
』
洛
譜
を
背
景
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

そ

し
て
、
「礼
」
に
明
記
さ
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
儒
家
経
典

の
規
定
の
枠
外
に
あ
る
群
小
の
神
々
に
至
る
ま
で
、
全
て
を
皇
帝
主
宰
の
祭

祀
対
象
と
す
る
と
同
時
に
、
王
朝
の
側
よ
り
、
「世
界
」
に
お
け
る
位
置
と
序
列
と
を
与
え
、
皇
帝
が
統
御
す
る
秩
序
の
内
側
に
取
り
込
む

こ
と
が
、
洛
陽
南
北
郊
に
お
け
る
郊
祀
の
目
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
皇
帝
に
よ
る

「空
間
」
と

「時
間
」
の
秩
序

の
統
御
、
さ
ら
に
そ
の
秩

序
に
対
応
す
る
と
観
念
さ
れ
た
官
制
の
秩
序
が
、
参
加
者

の
祭
服
着
用
に
よ

っ
て
可
視
的
に
明
示
さ
れ
る
。

南
北
郊

の
構
造
が
表
現
す
る
、
こ
の
よ
う
な

「天
」
「地
」
「人
」
全
て
を
貫
く
秩
序
を
統
轄

・
支
配
す
る
皇
帝
権
力

の
あ
り
方
は
、
経

書
中

の
様
々
な
記
述
を
寄
せ
集
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
皇
帝
権
力
は
、
儒
家
経
典
の
み
に
よ
る
規
定

の
内
に
収
ま
ら
な
い
要

素
も
ま
た
、
同
時
に
抱
え
込
ん
で
成
り
立

つ

。
名
も
知
れ
な
い
様
々
な
神
々
や
、
式
盤
を

一
例
と
す
る
よ
う
な
、

元
来
は
儒
家
と
は
関
係

を
持
た
ず
に
存
在
し
て
い
た
多
く
の
世
界
観
を
、
皇
帝
権
力
が
包
摂
す
る
様
が
、
儒
家
の
最
高
神
格

「天
」
に
よ

っ
て
皇
帝
権
力
の
正
当
性

を
説
明
す
る
儀
礼
、
郊
祀
の
場
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。



(
1
)

西
嶋
定
生
氏

『
中
国
古
代

国
家

と
東

ア
ジ

ア
世
界
』
第

一
編
第

二
章

「皇
帝
支

配

の
成
立
」

(東
京

大
学
出
版
会
、

一
九
八
三
)
、

及
び
板
野
長
八
氏

『
中
国
古
代
に

お
け

る
人
間
観

の
展
開
』

第
二
十
章

「前
漢
末

に
お
け
る
宗
廟

・
郊

祀

の
改
革
運
動
」

(岩
波
書
店

、

一
九
七

二
)
、

同
氏

『
儒
教
成
立

史

の
研
究
』
第
六
章
第
三
節

「『
大

学
篇

』

の
位
置
」

(岩
波
書
店

、

一
九
九
五
)
参
照
。

(
2
)

保
科

季
子
氏

「前
漢
後
半
期

に
お
け
る
儒
家
礼
制

の
受
容
i
漢
的

伝
統
と

の
対
立
と
皇
帝
観

の
変
容
1

」

(歴
史
と
方
法
編
集
委
員
会

編

『
方
法
と
し

て

の
丸
山
眞
男
』
青
木
書
店
、

一
九
九
八
)
参
照
。

(3
)

渡

辺
信

一
郎

氏

「中
華
帝

国

・
律
令
法

・
礼
的
秩
序

」

(川
北
稔
等
編

『
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム

歴
史

学
と
現
在
』
、
柏

書
房
、

一
九
九

五
)
に
お

い
て
、

前

近
代
中
国

の
皇
帝

権
力

の
秩
序
構
造

が
、
物
理
的
強

制
を
最
終
的
な
担
保

と
す
る

「法
」
と
、
社
会
的

合
意
を
基
盤
と
す

る

「
礼
」

の
複
合
か
ら
な

る

「礼

-
法
的
秩
序

構
造
」
よ

り
成

り
立

つ
こ
と
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。
ま

た
、
拙
稿

「漢
代
国
家
祭

祀
制
度
研
究

の
現
状

と
課
題
-

皇
帝
権
力
と
宇

宙
論

の
視
点
か
ら
ー

」

(『
中
国
史
学
』
第

一
五
巻
、

二
〇
〇
五
)
に
お

い
て
、
漢
代

国
家
祭

祀
研
究

の
現
状
を
整

理
し
た
。

(4
)

小
島
毅
氏

「郊
祀
制
度

の
変

遷
」
(『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
〇

八
、

一
九
八
九
)
、
妹
尾
達
彦
氏

「帝
国

の
宇
宙

論
-

中
華
帝
国

の
祭

天
儀

礼
i

」

(水
林
彪
他

編

『
王
権

の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
弘
文
堂

、

皿
九
九

八
)
、
金
子
修

一
氏

『
中
国
古
代
皇
帝
祭

祀
の
研
究

』
(岩
波
書
店

、
二
〇
〇

六
)
参
照
。

(5
)

拙
稿

「前
漢
武
帝
期

に
お
け
る
郊
祀
体
制

の
成
立
-

甘
泉
泰

時

の
分
析
を
中
心

に
ー

」
(『
史
林
』
八
六
ー

六
、
二
〇
〇

三
)
、
及
び

「
王
莽
『
元
始
儀
』

の
構
造
i
前
漢
末

に
お
け
る
郊
祀

の
変
化
1
」

(
『
洛
北

史
学
』
第
八
号
、

二
〇
〇

六
)

参
照
。

(
6
)

註

(
4
)
前
掲
金

子
氏
著
書
、
第

H
部
第

四
章

「漢
代

に
お
け
る
郊
祀

・
宗
廟
制
度

の
形
成

と
そ

の
運
用
」
参
照
。

(
7
)

元
始

上
帝
壇

の
構
造

に

つ
い
て
、
『
続
漢
書
』
祭

祀
志
上
第
七
劉

昭
注
引

『
三
輔
黄
図
』

に
、

「上
帝
壇
園

八
触
、
径
五
丈
、
高

九
尺
。
茅
螢
去
壇

十

歩
、
竹
宮

径
三
百
歩
、
土
螢
径

五
百
歩
。
神
霊
壇
各

於
其
方
面
三
丈
、

去
茅

螢

二
十
歩
、
広
坐

十
五
歩
。
合
祀
神
霊

以
壁
踪

用
。
辟
神
道
以
通
、
広
各

三
十
歩
。

竹
宮
内
道
広

三
丈
、
有

闘
、
各
九
十

一
歩

。
壇
方

三
丈
、
拝
位
壇
亦

如
之
。
為

周
道
郊
螢
之
外

、
広
九
歩
。
螢

六
甘
泉

(
六
宗
)
、
北

辰
干

註



南
門
之
外
、

日
月
海
東
門
之
外
、
河

北
門
之
外
、
岱
宗

西
門
之
外
。
為
周
道
前

望
之
外
、
広
九
歩

、
列
望
遂
乃
近
前
望
道
外

、
径
六
十

二
歩
。
壇
方

二

丈
五
尺
、
高

三
尺
五
寸
。
為
周
道
列
望

之
外
、
径
九
歩
。

卿
望
亜
列
望
外
、
径

四
十
歩
。
壇
広
三
丈
、

高
二
尺
。
為
周
道
卿

望
之
外
、
径
九
歩
。
大
夫

望

亜
卿
望
道
外
、
径

二
十
歩
。
壇
広

一
丈

五
尺
、
高

}
尺
五
寸
。
為
周
道
大
夫

望
之
外
、
径
九
歩
。

士
望
亜
大
夫
望
道
外
、
径

十
五
歩
。
壇
広

一
丈
、

高

一
尺
。
為
周
道

士
望

之
外
、
径
九
歩
。
庶
望
亜
士
望
道

外
、
径
九
歩
。
壇
広
五
尺
、
高
五
寸
。
為

周
道

庶
望
之
外
、
径
九
歩
。
凡
天
宗
上
帝

宮
壇
螢
、

径

三
里
、
周
九
里
。
螢

三
重
。
通
八
方
」

と
あ
る
。

註

(5
)
前

掲
、
拙
稿

の
後
者

で

こ
の
史
料

の
校

訂
を
行

っ
て
い
る
。
ま

た
、

上
帝
壇
上

の
天
地
に

つ
い
て
、
『
漢
書
』
巻

二
五
郊
祀
志

下
に
、

「天
墜
位
皆
南

郷
同
席
、
墜
在
東
、

土
ハ牢

而
食
。
高
帝
高

后
配
於
壇
上
西
郷
、
后
在
北

亦
同
席
、
共
牢
、
牲

用
繭
栗
、
玄

酒
陶

鞄
」
と
あ

る
。

(
8
)

『
後
漢
書
』
巻

一
光
武
帝
紀

上
に
、

「其
祝

文

日
、
皇

天
上
帝

、
后
土
神
祇

、
春

顧
降
命
、
属
秀

黎
元
、
為

人
父
母
、
秀
不
敢
当
。

群
下
百
辟
、

不
謀

同
辞
、
威

日
、
王
莽

纂

位
、
秀
発
憤
興

兵
、
破
王
尋
、

王
邑
於
昆
陽
、
珠
王
郎
、
銅

馬
於
河
北
、
平
定

天
下
、
海
内
蒙
恩
。
上
当

天
地
之
心
、
下
為

元

元
所
帰
。

識
記

日
、
劉

秀
発
兵
捕

不
道
、

卯
金
修
徳
為

天
子
。

秀
猶
固
辞
、
至

干
再
、
至
干
三
。
群

下
愈

日
、
皇
天
大
命
、

不
可
稽
留
。
敢
不
敬

承
」

と
あ

る
。
な
お
、
光
武
帝
が
即
位
壇

に
高
祖
を
配
祀

し
な

か

っ
た
理
由

、
す
な

わ
ち

即
位

の
正
当
性
を
血
縁

に
よ

っ
て
説
明
し
な
か

っ
た

理
由

と
し
て
、

当
時
、
血
統

に
お

い
て
は
光
武
帝

に
優

る
更
始
帝
が
健
在
だ

っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

(
9
)

『
後
漢
書
』

光
武
帝
紀
下

に
、

「
(建

武
十
三
年
四
月
)
益
州
伝
送

公
孫

述
啓
師

・
郊
廟
楽
器

・
藻
車

・
輿
輩
、
於
是
法
物
始
備
」

と
あ
る
。

(
10
)

『
後
漢
書
』

光
武
帝
紀
下
中

元
元
年

に
、

「是
歳
、
初
起
明
堂

・
霊
毫

・
辟
雍
、
及
北
郊
兆
域
」

と
あ
る
。

(
11
)

『
続
漢
書
』
礼
儀
志
上
第

四
に
、
「
正
月
上
丁
、
祠
南

郊
。
礼

畢
、
次
北
郊

・
明
堂

・
高
廟

・
世
祖
廟
、
謂
之

五
供
。

五
供

畢
、

以
次
上
陵

」
と
あ

り
、

元

日
の
朝
会

後
に
、
南
郊

郊
祀
、
北
郊
郊

祀
、

明
堂
祭
祀
、
高

祖
廟
祭
祀
、
世
祖
廟
祭

祀
が

「五
供
」
と

し
て
連
続
し
、
最
後

の

「
上
陵

」

の
儀
礼
を

も

っ
て
、
年
始

の
儀
礼
が
完

了
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
12
)

『
漢

書
』
郊
祀
志
下
に
、

「以
孟
春
正

月
上
辛
若

丁
、
天
子
親

合
祀
天
墜
於
南
郊
、
以
高
帝
高
后
配
。
陰
陽
有
離
合
。
易

日
、
分
陰
分
陽

、
迭
用
柔

剛
。

以

日
冬
至
、
使
有
司
奉
祠
南
郊
、
高
帝
配
而
望
群

陽
。

日
夏
至
、
使
有
司
奉
祭
北
郊
、
高
后
配
而
望
群
陰
。
皆
以
助
致
微
気
、
通
道
幽
弱
、
当

此
之
時
、

后
不
省
方
、
故

天
子
不
親
而
遣
有
司
、
所

以
正
承
天
順
地
、
復
聖

王
之
制

、
顕
太
祖
之
功
也
」
と
あ

る
。



(
13
)

註

(
5
)
前
掲
拙
稿

の
後
者
参
照
。

(
14
)

『
漢

書
』
郊
祀
志

下
、
建
始
元
年

の
匡
衡

の
上
奏

に
、

「紫
壇
有

文
章

・
采
鎮

・
舗
献

之
飾
、
及
玉

・
女
楽

・
石
壇

・
倦

人
祠
、

痙
鷺
路

・
辟
駒

・
寓

龍
馬
、
不
能
得
其
象

於
古
。
…

(中
略
)
…
紫
壇
偽
飾
、

女
楽

・
鷺
路

・
辟
駒

・
龍

馬

・
石
壇
之
属
、
宜
皆
勿
修
」

と
あ

る
。

(
15
)

こ
の
史
料

は
孫

星
衛

『
漢
旧
儀
補
遺
』

に
収
録

さ
れ
、
『
太
平
御
覧
』
所
載

の
同
文
な

ど
に
よ

っ
て
校
訂
さ

れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は

ひ
と

ま
ず

王
先

謙

『
後
漢
書
集
解
』

(
汲
古
閣
本
)
に
拠

っ
た
。

(
16
)

『
漢
書
』
巻

五
景
帝

紀
に
、

「高
廟
酎
、
奏
武
徳

・
文
始

・
五
行
之
舞
」
と
あ

り
、

そ
の
張
曇
注
に
、

「正
月

旦
作
酒
、

八
月
成
、
名

日
酎
。

酎
之

言
純

也
。

至
武

帝
時
、

因
八
月
嘗
酎
会

諸
侯
廟
中
、

出
金
助
祭
、

所
謂
酎
金
也
」

と
あ
り
、

ま
た
師
古
注

に
、

「
酎
、

三
重
醸

、
醇
酒
也

、
味
厚
、
故

以
薦

宗
廟
」
と
あ

る
。

(
17
)

金
子
修

一
氏

は
、
『
続
漢
書
』
天
文
志
中
第

十

一
に
記
さ
れ
た
順
帝
期

の
事
例

か
ら
、
夕
牲
は
皇
帝
参
加

の
も
と

で
行
わ
れ

て
い
た
と
推
定

し
て

い
る
。

註

(
4
)
前
掲

同
氏
著

書
参
照
。

(
18
)

『
周
礼
』
天
官
大
宰

に

「及
納
亨
、
賛
王
牲
事
」
と
あ
り
、
そ

の
鄭
玄
注

に
、

「納
亨
、
納
牲
將
告
殺
、
謂
郷
祭

之
農
、
既

殺
以
授
亨

人
。
凡
大
祭
祀
、

君
親
牽
牲

、
大
夫
賛
之
」

と
あ
る
。
ま
た
秋
官
大

司
冠
に
、

「及
納
亨
、
前

王
、
祭
之

日
、
亦
如

之
」
と
あ
り
、

そ
の
鄭

玄
注
に
、

「納
亨
、
致
牲

」
と

あ
る
。

(
19
)

『
宋

書
』
巻
十

四
礼
志

一
に
、

「
先
郊

日
未
哺

五
刻
、
夕
牲
。

公
卿
、
京
兆

サ
衆
官
、

悉
壇
東
就
位
、
太
祝
史

牽
牲
入
。
到
榜
、

稟
犠
令
脆
白
、

請
省

牲
。
挙
手

日
、
脂
。
太
祝
令
続
牲

、
挙
手

日
、
充
。
太
祝
令
牽

牲
詣
庖
。
以
二
陶

豆
酌
毛
血
、
其

一
萸
皇
天
神
座
前
、
其

一
更
太
祖
神
座
前
。
郊
之

日
、

未
明
八
刻
、
太
祝
令

進
解
、
郎
施
解
」
と
あ

る
。

(
20
)

『
漢

書
』
郊

祀
志

上
に
、

「今
陛

下
親

祠
后
土
、

后
土
、
宜
於

沢
中

園
丘
為
五
壇
、
壇

一
黄

積
牢
具
、

已
祠
尽
痙
、
而
従

祠
衣
上
黄

」
と
あ

り
、

ま
た

「泰

一
壇

三
咳

、
五
帝
壇

環
居
其
下
、
各
如
其
方

、
黄
帝
西
南
、
除

八
通
鬼

道
。
泰

一
所
用
、
如

雍

一
時
物
、
而
加
醗
棄
哺

之
属
、
殺

一
楚
牛
、

以
為

姐
豆
牢
具
、

而
五
帝

独
有
姐
豆
醗
進
、
其

下
四
方

地
為

畷
、
食
群
神
従
者
及
北
斗

云
、

已
祠
、
詐
余
皆
瞭
之
」
と
あ

る
。

(
21
)

『
漢
書
』
郊
祀
志
下

に
、

「右
将
軍
王
商
、
博
士
師
丹
、
議
郎
覆
方
進
等

五
十
人
以
為
、
礼
記
日
、
播
柴

於
太
壇
、
祭

天
也
。
痙

謹
於
大
折
、
祭
地
也
。



兆
於
南
郊

、
所
以
定

天
位
也
。
祭
於
大
折
、
在
北
郊
、

就
陰

位
也
」
と
あ

る
。

(
22
)

大

鴻
臆
が
、
儀
礼

の
進

行
に
関
わ

っ
て

い
た
可
能
性

が
あ
る
。
『
続
漢
書
』

百
官
志

二
の
大
鴻

腫
條
に
、

「其

郊
廟

行
礼
、
賛
導
、

請
行
事
、
既

可
、

以
命
群
司
」
と
あ

る
。
な

お
南

朝
宋
で
は
、
博
士
が

こ
の
任

に
当
た

っ
て

い
る
。

(23
)

『
続
漢
書
』
百
官
志
第

二
太
常
條

の
本
注
に
、

「掌
礼
儀
祭

祀
、

毎
祭
祀
、
先
奏
其
礼
儀
、

及
行
事

、
常
賛
天
子
」
と
あ

る
。

(24
)

『
漢
書
』
郊

祀
志

下
に
、
「葬

又
頗

改
其
祭
礼

日
、
周
官
、
天
墜
之
祀
、
楽
有

別
有
合
。
其
合
楽

日
、
以
六
律
六
鐘
五
声
八
音

六
舞
、
大
合
楽

祀
天
神
、

祭

墜
祇
、
祀
四
望
、
祭

山
川
、
享

先
批
先
祖
。

凡
六
楽
奏

六
歌
、
而
天
墜
神
祇
之
物
皆

至
」

と
あ

る
。

(25
)

『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上

に
、
「朧

・
蜀
平
後
、
乃
増

広
郊
祀
、
高
帝

配
食

、
…
(中
略

)
…
凡
楽
、
奏
青

陽

・
朱
明

・
西
皓

・
玄
冥

、
及
雲
翅

・
育
命
舞

」

と
あ
る
。

蜀
を
平
定

し
、
楽

器
類
が
洛

陽
に
も
た

ら
さ
れ
た
後

に
、
奏

楽
が
行
わ

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
。

こ

の
他
、
『
独

断
』
に

「宗

廟

所
歌
詩

之
別
名
」
と

し
て
計
三
十

一
章

の
歌
曲
名

が
記
さ
れ
、

そ

の
中
に
、

「
昊
天
有
成
命
、

一
章
七
句

、
郊
祀
天
地

之
所
歌
也
」
と

あ
る
が
、
未

詳
。

(26
)

『
漢
書
』
礼
楽
志

に
付
載

さ
れ
る
郊
祀
歌
全
十
九
章

の
う
ち
、
第

三
章

が

「青
陽

」
、
第

四
章

が

「朱

明
」
、
第

五
章

が

「
西
顯

」
、
第

六
章

が

「玄

冥
」

で
あ
る
。

こ

の
う
ち

「
西
顯
」

の
み
、

『
続
漢
書
』

の

「西
皓
」
と
字

が
異
な

る
。

王
念
孫

(『
読

書
雑
誌
』
第

四
漢
書

四
)
は
、

「西
顯

」
と
は

『
呂

史

春
秋
』
有
始

覧

の

「
西
方

日
顯

天
」

に
あ
た

る
と

し
、
王
先
謙

は
、
『
准
南

子
』

天
文
訓
と

そ

の
高
誘
注

が

こ
れ
を

「皓

天
」
に

つ
く

る

こ
と
を
指

摘

す
る
。
従

っ
て
、

「顯
」

と

「皓
」
と
は
通
用

し
、

同

一
の
曲
名

と
し
て
問
題
は
な

い
と
考
え

ら
れ
る
。

(27
)

『
続
漢
書
』

祭
祀
志
中
劉

昭
注
に
、

「魏

氏
纏
襲
議

日
、
漢

有
雲
翅

・
育
命

之
舞

、
不
知
所
出
、

旧
以
祀
天
」
と
あ

り
、

こ
の
二
舞
楽

の
由
来
は
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
『
続
漢
書
』
第

三
〇
輿
服
志
下

に
よ
れ
ば
、

郊
祀

・
明
堂
祭

祀

・
五
郊

迎
気

の
際
、
雲
翅
舞

の
楽

人
は

「爵
弁
」
、
育
命

舞

の
楽
人
は

「建
華

冠
」
と

い
う
特

別
な

冠
を
着
用
し
た
、
と
さ
れ

る
。

(
28
)

『
続
漢
書
』
百
官
志

二
大

予
楽

條

の
本
注
に
、

「凡
国
祭
祀
、
掌
請
奏
楽
」
と
あ
り
、
ま
た

『
後
漢

書
』
列
伝

第
三
〇
下
班
固
伝
注
引
藥
琶

『
礼
楽
志
』

に
、
「
大
予
楽
、
郊
祀

・
陵
廟

・
殿
中
諸
食
、
挙
楽
也
」
と
あ

る
。

(
29
)

『
続
漢
書
』

百
官
志

二
大

予
楽

條
劉
昭
注

に
、

「盧
植
礼
注

日
、
大
予
令
如
古
大

胃
。
漢
大
楽
律
、

卑
者
之
子
、

不
得
舞

宗
廟
之
酎
。
除
吏

二
千
石
到



六
百

石
、
及
關
内

侯
到
五
大
夫
子
、
取
適

子
高

五
尺
已
上
、
年
十

二
到

三
十
、
顔
色
和
、
身
体
修
治
者
、

以
為
舞
人
」
と
あ

る
。

(
30
)

『
続
漢

書
』
輿

服
志

下
第
三
〇
劉

昭
注
引

『
東
観

書
』
に
、

「永

平

二
年

正
月
、

公
卿
議
春
南
北
郊

、
東
平
王
蒼
議

日
、
…

(中
略
)
…
陛
下
以
聖
明
奉

遵
、
以
礼

服
龍
衰
、
祭

五
帝
。

礼
鉄
楽
崩
、
久

無
祭
天
地
星

服
之
制
。
按
尊
事
神
祇

、
禦
齋
盛
服
、
敬

之
至
也
。
日
月
星
辰
、
山
龍

華
藻

、
天
王
衰
冤

十
有

二
慌
、

以
則
天
数
、
旋

有
龍
章

日
月
、

以
備
其
文
。
今
祭

明
堂

宗
廟
、
圓

以
法

天
、
方
以
則
地
、

服
以
華

文
、
象
其
物
宜
、

以
降

神
明
、
粛
雍
備

思
、
博
其
類

也
。

天
地
之
礼
、
星
冠
裳
衣
、

宜
如
明
堂
之
制
」
と
あ

る
。

(
31
)

小
林
聡
氏

「漢

六
朝
時
代

に
お
け
る
礼
制
と

官
制

の
関
係

に
関
す
る

一
考
察
-

礼
制
秩
序

の
中

に
お
け

る
三

公
の
位
置
づ
け
を
中

心
に
ー

」

(『
東
洋

史

研
究

』
六
〇
1

四
、

二
〇

〇
二
)
、

及
び

「西
晋

に
お
け
る
礼
制

秩
序

の
構
築

と
そ

の
変
質

」

(『
九
州
大

学
東
洋
史
論

集
』
三
〇
、

二
〇
〇

二
)
参

照
。

(
32
)

阿
部

幸
信

氏

「漢
代

の
印
制

・
綬
制
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

」

(『
史
料
批
判
研
究
』
第

三
号
、

一
九
九
九
)
、
及

び

「漢
代

官
僚

機
構

の
構
造
-
中
国

古
代
帝

国

の
政
治
的
上
部
構
造

に
関
す
る
試
論
i
」

(『
九
州
大
学

東
洋
史
論
集
』

三

一
、

二
〇
〇
三
)
参
照
。

(
33
)

こ

の
問
題

の
解
決
策
と

し
て
、

朝
会

と
郊
祀
と

で
は
異
な

る
序

列
が
あ

っ
た
、
と
考

え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

し
か
し
、

「諸
侯
」
内

の
階
層

に

つ

い
て
は
、
『
続
漢
書

』
百
官
志

五
第

二
八

の
列
侯
條

と
、

『
独
断
』

の
記
述
が

一
致
し
な

い
、
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
官
秩

と
爵

位
と
を
重
層

し
た

官
制

秩

序
全
体
に
関
わ

る
問

題
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
保
留

と
し
て
お
き
た

い
。

(34
)

註

(
5
)
前
掲
拙
稿

の
後
者

、
及
び
註

(
7
)
前
掲
史
料
参
照
。

(35
)

こ
の
箇
所

の
章

昭
注

に
、
「望
表
、
謂
望
祭

山
川
、
立
木
以
為
表
、
表
其
位
也

」
と
あ
り
、
望
表

は
神
座
と
さ

れ
て

い
て
、
筆
者

の
解
釈
と

は
異

な
る
。

(36
)

こ
の
式
に

つ
い
て
は
、

「武
威
磨
咀

子
三
座
漢
墓

発
掘
簡
報
」

(甘
粛
省
博
物
館

、
『
文
物
』

一
九
七

二
年
第

十
二
期
)
参
照
。
ま
た
式
盤
全
般

に

つ
い

て
、
李
零
氏

『
中
国
方

術
考

(修
訂
本
)
』

(東
方

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
)

に
、

出
土
例

の
総
括
と
、
構
造

に
関
す

る
考

証
が
あ
る
。

(
37
)

『
漢

書
』
郊

祀
志
上

に
、

「其

下
四
方
地
、
為

畷
食
群
神

従
者
、
及
北

斗
云
」
と

あ
り
、
『
史

記
』
巻

二
八
封
禅
書

は

「
畷
」
を

「
醸
」
、
『
史

記
』
巻

十

二
孝
武
本
紀

は

「畷
」

に

つ
く
る
。
顔
師
古

は
、

「謂
聯
続
而
祭
也

」
と
注
し
、

「畷
」

を
動
詞
と
し

て
解
す

る
。
沈

欽
韓

(王
先
謙

『
漢

書
補

注
』

引
)

は
、
『
周
礼
』

春
官
家
宗

人
の
鄭
玄
注

に
、

「図
天
神

・
人
鬼

・
地

祇
之
坐
者
、

謂
布
祭
衆
寡
、

与
其
居
句

」
と
あ

る
の
が
、

「畷
」

の
意

で
あ
る



と
す

る
。

さ
ら
に
、
『
礼
記
』
楽
記
篇

と
そ

の
鄭
玄
注
よ

り
、

「
畷
」
・
「綴
」
・
「
鄭
」
が
通
じ

る
こ
と
、

そ
れ
を
正
義
が

「鄭

聚
舞

人
行
位
之
処
、
立
表

鄭
以
識
之
」

と
解
す
る

こ
と
に
よ
り
、
神
位

も
ま
た
舞

人

の
立
ち
位

置
と
同
様
、

「
表
鄭
」

に
よ

っ
て
示
さ

れ
た
と
解
す

る
。
本
論

で
は

こ
れ

に
従

っ

た
。

(38
)

安

居
香
山

・
中
村
璋
八
氏

『
緯
書

の
基
礎
的
研
究
』

(漢
魏

文
化
研
究
会
、

一
九
六
六
)
、

及
び
安
居
香
山
氏

『
緯
書

の
成
立

と
そ

の
展
開
』

(国
書
刊

行
会
、

一
九
七
九
)
参
照
。

(
39
)

註

(7
)
・
(
20
)
前
掲
史
料
、

及
び
註

(
5
)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
40
)

『
周
礼
』
天
官
掌
舎

に
、
「為
壇

・
墳
宮

・
棘
門
」
と
あ

り
、
そ

の
鄭
玄
注

に
、

「謂
王
行
止
宿
平
地
、
築
壇
、
又
委
樋

土
起
堀
坪
、
以
為
宮

」
と
あ
る
。

(
41
)

註

(
14
)前

掲
史
料
参
照
、

及
び
註

(
5
)
前
掲
拙
稿

の
前
者
参
照
。

(
42
)

註

(7
)
、
及
び
註

(
20
)
前
掲
史

料
参
照
。

(
43
)

註

(20
)前

掲
史
料
参
照
。

ま
た

『
漢
書
』
郊
祀
志
上

に
、

「泰

一
祝

宰
、
則
衣
紫
及
繍
、

五
帝
各

如
其
色
、

日
赤
、
月
白
」

と
あ

る
。

(
44
)

註

(7
)
前
掲
史
料
参
照
。

ま
た
、
同
所

の
王
莽

の
上
奏
文

に
は
、
「
六
宗
、
日

・
月

・
星

・
山

・
川

・
海
。
星
、
則
北
辰
。

川
、

即
河
。
山
、
岱
宗
」

と

あ
る
。

一
方
、
『
漢

書
』
郊

祀
志

下

の
、

い

っ
た

ん
南

北
郊
が
確
定

し
た
後

の
王
莽

の
上
奏
中

に
、

「
又
日
月
雷
風
山
澤
、
易
卦

六
子
之
尊
気
、
所
謂

六
宗
也
」
と
あ

り
、
元
始

上
帝

・
后
土
壇

の
六
宗
と

は
、
若
干
解
釈

を
異
に

し
て
い
る
。
『
続
漢

書
』
祭

祀
志
中

の
注

で
劉

昭
が
総
括

し
て

い
る

よ
う

に
、
六
宗

の
解
釈

は
多

岐
に
わ
た

り
、

ど
れ
も
決
定
的

で
は
な

い
。
お
そ
ら

く
、
王
莽

の
時

に
す

で
に
解

釈
が
分
か
れ
、
光
武
帝

は
そ

の
た
め

に
、
郊

祀
に
六
宗
と

い
う
概
念
を
採

用
し
な

か

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
『
続
漢
書
』

祭
祀
志

下
第

九
に
よ
れ
ば

、
安
帝

の
時

に
六
宗
祭

祀
に
関
す

る
議

論

が
起

り
、
そ

の
結
果
、

六
宗

は
単
独
で
、
洛
陽
城
西
北

に
設
け
ら
れ
た
壇

で
祀
ら
れ
た
。

(
45
)

『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公

二
九
年

に
、

「夫
物
、
物
有

其
官
、
官
脩
其
方

、
朝
夕
思
之
。

一
日
失
職
、
則

死
及
之
、
失
官

不
食
、
官
宿
其
業
、
其

物
乃
至
。

若

混
棄
之
、
物

乃
抵

伏
、
欝
浬

不
育
。

故
有
五
行
之
官
、

是
謂
五
官
、
実
列
受

氏
姓
、
封
為
上
公
、

祀
為
貴

神
、
社
稜

五
祀
、
是
尊

是
奉
。
木
正

日
句

芒

、
火
正

日
祝

融
、
金

正
日
蓉

牧
、
水

正
日
玄
冥
、
土

正

日
后
土
」

と
あ
る
。
ま

た

『
准
南

子
』

天
文
訓

に
、

「
何
謂

五
官
。

東
方
為

田
、
南

方
為
司

馬
、

西
方

為
理
、
北
方
為

司
空
、

中
央

為
都
」
と
あ

る
。



(
46
)

五
岳

の
観
念

の
成
立
と
変
遷

に

つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
氏

「
五
岳

と
祭

祀
」

(現
代
哲
学

の
冒
険

一
五

『
ゼ

ロ

・
ビ

ッ
ト

の
世
界
』
岩
波

書
店

、

一
九

九

一
)

参
照
。

(
47
)

中
螢
神

の
二
百
十
六
と

い
う

数
は
、
象
数
易

と

の
関
連
が
疑

わ
れ
る
。
『
続
漢
書
』

祭
祀
志
中
劉

昭
注
引
票
琶

「明
堂
論

」
に
、

「其
制
度

数
各
有
所

法
。

堂
方
百

四
十
四
尺
、
坤

之
策
也
。
屋

円
屋
径

二
百

一
十
六
尺
、
乾

之
策
也
」
と

あ
る
。

こ
の
明
堂

の
屋
根

の
直
径

二
百
十
六
は
、
『
易
』

繋
辞
上

伝

に
み
え
、

「
天
」
を
意
味
す

る

「乾
」

と
関
連
す

る
数

で
あ
る
。

ま
た
、
直
径
が

二
百
十
六

で
あ
れ
ば
、

そ

の
周
は
、

円
周

率
を
三
と

し
た
場
合
、

六
百
四
十
八
と

な
り
、

こ
れ
は
中
螢
神

二
百
十
六
と
外
螢

神
四
百

三
十
二
を
合
計

し
た
数
に
等

し
い
。

さ
ら

に
、

同
史
料

の
後

文
に
、

「
円
蓋

方
載
、

六
九
之
道
也
。
八
闊

以
象

八
卦
、
九
室
以
象
九
州

、
十
二
宮
以
応
辰
。

三
十
六
戸
七
十

二
驕
、

以
四
戸
八
騙
乗
九
室
之
数
也
」

と
あ
る

の
を
、
本
文

四

十

九

ぺ
…
ジ

の
明
堂

の
構
造

に
関
す
る
応
勧

の
注

と
比
較

し
た
場
合

、

「八

風
」

が

「八
卦
」

に
読

み
替
え
ら
れ

て
い
る

の
が
わ

か
る
。

こ

の
読
み
替

え
は
、
票
琶

の
後
漢

後
期
に
ま

で
降

る

の
で
は
な
く
、
後
漢
初

期
に
比
定
さ
れ

る
式

盤

(楽
浪
王
肝
墓
出

土
)

に
す
で
に
、
盤
上

の
八
方

に
八
卦
を
記

し
た
例
が

み
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
註

(
44
)
で
ふ
れ
た

が
、
王
莽

期

に
は
、

「六
宗

」
を
易

に
よ

っ
て
解
釈

し
、

祭
祀
対
象

と
す

る
動
き
が

あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
後
漢
郊

祀
に
お
け
る
易

の
世
界
観

の
影
響
を
精
査

す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後

の
課

題
と
し
た

い
。

(48
)

『
続
漢
書
』

祭
祀
志
下

に
、

「県
邑
、
常

以
乙
未

日
祠
先
農

於

乙
地
、

以
丙
戌
日
祠
風
伯
於
戌

地
、
以
己
丑

日
祠
雨
師

於
丑
地
、
用
羊

家
」
と
あ
る
。

(49
)

『
爾
雅
』

釈
地
に
、

「
九
夷
、
八
秋
、

七
戎

、
六
攣
、

謂
之
四
海
」
と
あ

り
、
四
海
と

は
、
中
華

世
界
周

辺
の
蛮
夷

の
領
域
を
指
す

と
考

え
ら
れ

る
。

(50
)

『
呂
氏
春

秋
』
慎
大
覧

・
下
賢
に
、

「
神
、
覆
宇
宙
而
無
望

」
と
あ
り
、

そ
の
高
誘
注
に
、

「
四
方

上
下
、

日
宇
」
、

ま
た

「往
古
来
今
、

日
宙
」
と
あ

り
、
古
代
中
国

に
お
い
て
、
「
宇
宙
」
は

「空
間
」
と

「時

間
」

の
総
体
と
観
念
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(51
)

『
准
南

子
』
天
文
訓

に
、

「天
道

日
円
、
地
道

日
方
」

と
あ
る
。
前
漢

の
河
東
后
土
祠

は
円
丘
上
に
中
央
と

四
方

を
示
す
五

つ
の
壇

を
設
け
る
構
造
と

な

っ
て
お

り
、

「
天
円
地
方
」

と
は
異
な
る
世
界
観

に
拠

っ
て

い
る

(註

(
5
)
前
掲

拙
稿

の
前
者
参
照
)
。

ち
な
み
に
、
河
東
后
土

祠

の
五
壇
構
造

は
、

後
漢

で
は
社
稜
壇

の
構
造

と
し
て
現
れ
る
。

(52
)

『
後
漢
書

』
列
伝
第

二
五
張
純
伝

に
、
「
純
以
聖

王
之
建

辟
雍
、
所

以
崇
尊

礼
義
、
既
富

而
教

者
也
。
乃
案
七
経
識

、
明
堂
図
、
河

間
古
辟
雍
記
、
孝

武
太
山
明
堂
制
度

、
及
平
帝
時
議
、

欲
具
奏
之
。
未

及
上
、
会
博
士
桓
榮
上

言
宜
立
辟
雍
、
明
堂
。
章

下
三
公

・
太
常
、
而
純
議

同
榮
、
帝
乃
許
之
」



と
あ
る
。

(53
)

『
漢
書
』
郊

祀
志

下
に
、

「臣
前
奏

徒
甘
泉
泰
時

・
紛
陰
后
土
、
皆

復
於
南
北
郊
。
謹
案

、
周
官
、
兆

五
帝

於
四
郊
、

山
川
各

因
其
方
。
今

五
帝

兆
居

在
雍

五
時

、
不
合
於
古
。

…

(
中
略
)
…
易

日
、
方

以
類
聚
、
物

以
群

分
。

分
群
神
以
類
、
相
従

為
五
部
、
兆
天
墜

之
別
神

、
中
央
帝
黄
霊

后
土
時
、

及

日
廟

・
北

辰

・
北
斗

・
填

星

・
中
宿

・
中
宮
於

長
安
城
之
未
墜
兆
、

東
方

帝
太
昊
青
霊
勾
芒
時

、
及
雷
公

・
風
伯
廟

・
歳

星

・
東
宿

・
東
宮
於

東
郊

兆
、
南
方
炎
帝

赤
霊
祝
融
時
、

及
焚
惑
星

・
南
宿

・
南

宮
於
南
郊
兆
、

西
方

帝
少
晦
白
霊
蓉
牧
時

、
及
太
白
星

・
西
宿

・
西
宮

於
西
郊
兆
、
北
方
帝
額

項
黒
霊
玄
冥
時
、

及
月
廟

・
雨
師
廟

・
辰

星

・
北
宿

、
北
宮

於
北
郊
兆
。
奏

可
」

と
あ

る
。

(54
)

註

(
5
)
前
掲
拙
稿

の
前
者

参
照
。

(55
)

註

(
11
)
参
照
。

(56
)

こ
の
よ
う
な
、
経
書

の
み

で
は
説

明
し
き
れ
な

い
要
素
や
世
界
観
を
、

経
書
に
接
合
す

る
機
能
を
持

っ
て
い
た

の
が
、
図
識
、

あ
る

い
は
緯
書

で
あ

っ
た
可
能

性
が
考
え
ら

れ
る
。
保
科
季

子
氏

は
、

「
受
命

の
書
ー
漢

受
命
伝
説

の
形
成
1
」

(『
史
林
』

八
八
ー

五
、

二
〇
〇
五
)

に
お

い
て
、
光
武
帝

と
後
漢
王
朝

の
正
統
性
が
、
経

書
と
識
緯

に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
た

こ
と
を
論

じ
て

い
る
。
ま
た
金

子
修

一
氏
は
、
前
漢
末

以
降
儒
家

的
な
儀
礼
を
具
体

化
す

る
際
、

緯
書
が
経
書

を
補
完
す

る
役
割
を
果

た
し
た
可
能
性

を
指
摘
す

る

(註

(
4
)
前

掲
金
子
氏
著
書

参
照
)
。
後

漢

の
礼
制

に
お
け
る
識
緯

の

活
用
実
態
や
、
識
緯
を

も
含

み
込
ん
だ
後
漢

の
皇
帝
権

力

の
構
造
に

つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。


